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1．巻頭言 

 
 
 
2008 年度の取り組みを振り返る 

「情報リテラシー」教育人材育成プランの基盤構築を図る 

 

 

 

東北大学大学院情報科学研究科 人間社会情報科学専攻 

情報リテラシー教育専門職養成プログラム 取組責任者 

 関本 英太郎 

 

2008 年，東北大学大学院情報科学研究科では，大学院教育改革支援プログラム（文部科

学省・日本学術振興会）の募集に対して，「情報リテラシー教育専門職養成プログラム」の

事業計画を作成・申請し，採択された。 

本プログラムは，本研究科の特色を 大限に生かしてくれるだろう。というのも，本来

的な意味での情報リテラシー教育を遂行するには，技術と倫理・道徳，理論と実践など，

総合的に幅広く取り組むことができる人材・体制・組織が不可欠であり，その意味で，工

学・理学・人文学分野で構成される本研究科は，とりわけ学際性・文理融合を標榜し，こ

の事業を推進する上で 適と言えるからである。 

しかし，本プログラムを実効性の富むものにするには，大きな課題を解消しなければな

らない。本研究科は確かに申請前から本事業と密接に関係する「情報倫理」「知的財産権」

「メディアリテラシー」などの講義・ゼミを開設してきた。しかし，それらは概して個別

的に探究され，また教育現場での普及・啓蒙活動につながるものではなかった。だが，教

育現場での適用をうたい文句にしている以上，小中高の教育現場で働く教諭の協力が不可

欠なのである。幸いにも，採択後関係機関との協議を重ね，実現されようとしている。 

本格的な展開，有為の人材育成はこれからである。目標を実らせるためには，強固な基

盤が構築・形成されなければならない。この半年間は，そのための活動に費やされた。

終的に博士学位論文を提出できるまでの着実なカリキュラム設計や研究指導プラン及び体

制作り，円滑な運営に責任をもつ「支援センター」の設立，各種研究会の開催，教員の指

導力を強化するための FD 研修，さらには教材作成の着手など，取り組んだ活動はすべてこ

のプログラムを成功に導くための地道な努力である。 

本報告書は，その取り組みを詳細に記載したものである。本事業が次年度以降に大きく

花開きさらに成熟するためにどんな種が蒔かれたか，述べている。ぜひとも皆様のご意見，

叱咤激励など，お寄せいただきたい。 
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2．「情報リテラシー教育専門職養成プログラム」概要 

 

2．1．目的 

 

デジタルネットワークによって特徴付けられる情報社会の進展は尽きることがない。情

報通信ツールは次々に革新的に進歩しており，それが人々の行動や習慣に大きく作用して

いる。このような社会に生きる人々，特に若者は，インターネットやケータイに代表され

る情報通信機器を自在にあやつり，不自由することなく必要な情報を手に入れている。こ

れらの情報通信機器は，簡便性や利便性が高いがゆえに，近年，次第に大きな社会問題を

引き起こすようになっている。頻繁に報道されているように，多くの若者が有害サイトへ

アクセスしたり，ネットによるいじめに関わるなど，情報モラルや倫理に関する重大な社

会問題を引き起こしている。しかし，これらに対して未だ有効な対策を打ち出されていな

い。この問題解決のひとつとして，「情報教育」の充実を挙げることができる。 

「情報リテラシー教育専門職養成プログラム」では，上述のような問題と取り組みこれ

を解決する人材の育成を目的とする。つまり，情報社会についての，単に高度な理論的な

研究に取り組むだけでなく，実際に教育現場や情報教育が必要な現場で応用できる情報教

育のデザインや，カリキュラムの創造・開発ができる人材の育成を目指している。卒業後

の進路としては，情報教育産業への就職，「情報教育」を専門とする大学・研究機関の教育

研究者，情報モラル専門員として教育現場の指導，教育指導者の養成，教育現場における

情報通信技術（Information and Communications Technology（ICT））のコーディネーター

の育成などを想定している。 

 

2．2．特徴 

 

本プログラムの主な特徴として以下が挙げられる。 

 

(1) 履修生は研究計画にしたがい，個人別の履修プログラムを組み，複数教員の指導を受

ける。 

(2) 「情報教育デザイン論プロジェクト研究」で作成された「情報教育カリキュラムプラ

ン」等を前期課程論文（修士論文）に振り替えることができる。 

(3) 教育現場に行かせる実践的応用力を修得するために，現役の教員などとの共同体制の

もとに研修・学習会を開く。 

(4) 情報教育の 新の理論や状況の学習のために，随時，国内・海外の著名な有識者・実

務者を招聘し，フォーラム及びシンポジウムを実施する。 

(5) 国内・海外の先進例の視察・実習，インターンシップを実施する。 

(6) 国際的に活躍できる人材育成の一環として，英語によるプレゼンテーション能力の向
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上を図る。 

(7) ティーチングアシスタント（以下 TA）・リサーチアシスタント（以下 RA）として研修

指導にあたり，技術実践力を高める。 

 

 

 

 

 

 

本プログラムを実施するに当たり，運営の全般を統括する組織として「情報リテラシー

教育専門職養成プログラム支援センター」（以下「支援センター」）を設置した。本プログ

ラムの執行部や実施取組責任者は，主に人文・社会学的学問を専攻する若手教員が中心と

なり，同時にそれらの教員が，個別に，あるいは共同して実際に授業を行い，大学院生の

研究テーマに即して研究指導を行っている。 

 

博士前期課程では，情報教育デザインを設計するための基礎的理論・知識を総合的に修

得するための科目を開講する。それらの科目は，実習，講義，ゼミなどによって，目標に

向かって段階的かつ体系的に学ぶことができるように組み立てられている。 

図 本プログラムの特徴 
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目標のひとつは技術スキルに習熟することであり，もうひとつは情報社会についての

新の専門知識を修めることである。技術スキルのための実習科目は，必修として 2 つの科

目を設ける。ひとつは，ICT 活用のスキルの習熟を目指す「情報リテラシー実習Ⅰ・Ⅱ」，

もうひとつは，「情報教育」デザインを構想するために求められる，データの収集・分析・

評価スキルの修得を目指す「サーベイ・データ解析」や「インタビュー・データ解析」で

ある。前者については，一年次は「基礎編」，二年次は「応用編」としてステップアップ方

式を取る。また，専門講義として複数教員が担当する科目も設け， 新の理論や，現況に

ついて総合的に学ぶ。並行して，情報教育の現在に不可欠な専門分野として，「情報倫理学」

「メディアリテラシー」「情報法律制度論」などを開講する。「情報教育デザイン論 A・B」

は，教員が個別または複数で指導に当たり，前期課程で修めた全体の学習・知識を修士論

文として体系的にまとめあげる個別ゼミである。そこでは，教員と大学院生との討議・議

論が重視される。論理的に思考する能力やディベート能力を向上させることによって，研

究者として自立できる能力を育成する。「情報教育デザイン論 A」は中間報告までの位置づ

けであり，方向性や課題を明確にしながら進める。「情報教育デザイン論 B」はそれにした

がい完成までのステップを着実に押さえ指導する。また，「情報教育デザイン論プロジェク

ト研究」で作成された「情報教育カリキュラムプラン」等を前期課程論文（修士論文）に

振り替えることができる。さらに，英語でディスカッションできる能力を磨くために，「英

語プレゼンテーション」を開講する。 

博士後期課程では，博士学位論文の作成を 終目標とする。その際，理論的にも実践的

にも有効な優れた成果を修めるために，講義，ゼミ，さらにフィールド授業としての「国

内・海外インターンシップ」など，必要な授業科目等を有機的に構成する。また，後期課

程では，前期課程の成果を踏まえ，そこで明らかにされた課題に対して，より高次な「情

報教育」デザインの設計・開発や，それに関わる研究が求められる。その実現のために，「情

報教育デザイン特別ゼミナール」を開講する。ここで大学院生は，教員及びティーチング・

アシスタントやリサーチ・アシスタントの学生と共同プロジェクトを組み，自ら提案した

情報教育デザイン案につき，報告・発表を通して目標を達成する。 

以上の授業科目による教育に加えて，教育現場に行かせて実践的応用力を修得するため

に，現役教員と研究・学習会を開くこと，情報教育の 新の理論や状況を学習するために，

随時国内外の著名な有識者・実務者を招聘して，フォーラムやシンポジウムを開催するこ

と，ティーチング・アシスタント・リサーチ・アシスタントとして研修指導を実施するこ

とを通して，技術力・実践力を高めると同時に，履修生を財政的にも支援すること，現役

教員を相手に FD 研修を行い，情報教育の経験を積むことなどが，その他の特徴として挙げ

られる。 
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3．平成 20 年度「情報リテラシー教育専門職養成プログラム」活動報告 

 

 

本年度は，本プログラム実施のための組織作りや「情報リテラシー教育専門職養成プロ

グラム支援センター」の整備を行った上で，カリキュラムの整備，平成 21 年度の大学院入

学者の募集，教員に対する FD 研修，講演会の実施，海外の視察などを行った。 

 

 

3．1．カリキュラムの整備 

情報科学研究科では情報リテラシー教育に関連するいくつかの授業科目がすでに開設さ

れている。たとえば博士前期課程の選択必修科目として設けられている「情報倫理学」や

「情報法律制度論」などがこれにあたる。 

しかしこれらの科目のみでは，本プログラムが目指す人材の育成のための教育カリキュ

ラムとしては十分であるとはいえない。そこで，本プログラムの実施にあたり，新たにい

くつかの科目を設けて，カリキュラムの充実を図った。さらに，情報科学研究科で開講さ

れているいくつかの既設科目を加えて，履修カリキュラムの構築と履修要件の整備を行っ

た。本プログラムが関連する授業科目の要旨を章末の付録に示す。 

 

 

3．2．プログラムの修了要件 

 

本プログラムの修了要件を以下に記す。 

 

＜博士課程前期 2 年の課程（修士課程）＞ 

本プログラムの修了要件を満たすために必要な 小単位数は 30 単位である。このう

ち，共通基盤科目を 4 単位以上，ならびに，所属専攻の専門科目 20 単位以上（必修科

目 12 単位と選択必修科目 8 単位）を履修することが必要となる。本プログラム修了者

には，情報科学研究科が発行する修士の学位に加えて，本プログラムを修了したことを

証明する修了証が授与される。  
 

共通基盤科目（4単位以上。※下記の 4 つの開設科目中から 2 科目以上を選択必修。） 

・ 情報倫理学 
・ 情報法律制度論 
・ 人文情報科学概論 
・ 学際情報科学論 
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専門科目（20 単位以上） 

必修科目（計 12 単位） 

    ・情報教育リテラシーゼミナール（3） 
・情報教育デザイン論Ａ（3） 
・情報教育デザイン論Ｂ（6）もしくは情報教育デザイン論プロジェクト研究（6） 

選択必修科目（下記の科目から計 8単位以上） 

・メディアリテラシー（2） 
・サーヴェイ・データ解析（2） 
・インタビュー・データ解析（2） 
・情報セキュリティ論（2） 
・情報リテラシー実習 A（2） 
・情報リテラシー実習 B（2） 
・英語プレゼンテーション（1） 
・インターンシップ研修（2） 
・情報教育論（2） 

 
＜博士課程後期 3 年の課程（博士課程）＞ 

本プログラムの修了要件を満たすために必要な 小単位数は 10 単位である。そのう

ち専門科目を 8 単位以上修得することが求められる。本プログラム修了者には，情報科

学研究科が発行する博士の学位に加えて，本プログラムを修了したことを証明する修了

証が授与される。 
 

専門科目（8単位以上） 

必修科目 

・情報教育デザイン特別ゼミナール I（2） 
・博士論文特別ゼミナール I（2） 
・博士論文特別ゼミナール II（4） 

選択科目 

・情報教育デザイン特別ゼミナール II（2） 
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3．3．プログラム履修の流れ 

 

 本プログラムの履修を希望する者は，情報科学研究科の大学院入学試験に合格し，所定

の研究室に配属された後，本プログラムに配属されることになる。なお，本プログラムの

履修希望者は，入学試験の事前に，本プログラムの担当窓口（情報リテラシー教育プログ

ラム支援センター）に連絡をとり，担当教員のガイダンスを受けることが求められる。ま

た，すでに修士課程もしくは博士課程に在籍している学生が，入学後もしくは年次途中か

ら本プログラムの履修を希望する場合も，上記窓口まで連絡し，所定のガイダンスを受け

ることが必要となる。ガイダンスでは，希望者の研究テーマに応じて，適任の指導教員候

補を選択・決定する。 
 履修生は入学後，指導教員と協議しながら，各自の研究テーマに応じて履修する科目を

選択し，履修モデルと今後の研究計画を構築する。 
 

 

（『情報リテラシー教育専門職養成プログラム』リーフレットより一部抜粋） 
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本プログラムが関連する授業科目の授業要旨 

 

前期課程 

共通基盤科目 

 

情報倫理学  

Information Ethics 

現代社会は，情報技術なしには機能しえない。そして，情報技術の進展とその浸透が私たちの社会

にもたらす恩恵・利便性は，飛躍的に増大しつつある。しかし同時に，高度情報化社会は種々の技術

的・法制度的・倫理的な問題にも直面している。「情報倫理学」は，そのような問題群を多角的・学際

的に検討していくために構築された学問領域である。講義の題材を手がかりにして自分自身で考えな

がら，問題への感性と認識を深め，情報社会のなかで生きることの意味をつねに問い直していくこと

は，これからの社会の一員にとって不可欠の基本的素養である。 

 

情報法律制度論  

Legal System in Information Society 

情報科学研究科の学生であれば，在学中に，あるいは修了して情報技術に関係する仕事についた後，

低一度は法律問題に遭遇するはずである。具体的には，著作権，特許権などの知的財産権に関する

問題，ソフトウェアやデバイスの開発・保守をめぐる契約の問題，電子商取引の契約，名誉・個人情

報・プライバシーに関する問題，不正アクセス等の刑事事件などである。2005 年度も個人情報漏えい，

スキミング，フィッシング，迷惑メール，架空請求など数々の問題が発生した。情報技術と法律は限

りなく近似する課題となっている。専門家としてのわれわれには，情報技術が喚起した新しいタイプ

の法律問題について，その理論と解決策を学ぶ義務がある。知の共通基盤として学生の議論のプラッ

トフォームを形成し，将来に備えることを目的とする。 

 

人文情報科学概論  

Humanities and Social Studies in Information Sciences 

主に情報科学研究科に所属する人文科学系の教員がそれぞれの研究分野・専門の立場から情報科学

におけるその固有の意義・価値・必要性などを論じ，それぞれの学問的アイデンティティを構築する

とともに，文理融合・学際性 

を標榜する情報科学の本来的特質に迫ろうとする。 

 

学際情報科学論  

Interdisciplinary Information Sciences 
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コンピュータやインターネットなどの情報処理技術が急速に進歩し，一般社会に普及している。こ

こでは， 先端のコンピュータ，インターネット検索の基本技術，グラフアルゴスリズム，確率的情

報処理や定理証明などについて，それぞれの専門家が講義する。これらの分野のトピックスを把握す

るとともに，学際的な分野への応用について体系的に考察し，理解を深める。 

 

専門科目（必修科目） 

 

情報教育リテラシーゼミナール 

Seminar on Information Literacy and Education Design 

情報教育分野における ICT を活用した教育デザインや教育実践等に関する先端的事項に関して，教

員が単独あるいは専攻内，他専攻，他研究科および関連領域の外部講師と連携してゼミナールを開講

し，情報リテラシー教育に関する高度な教育を行う。 

 

情報教育デザイン論Ａ  

Advanced Seminar on Information Literacy and Education Design A 

情報教育分野における ICT を活用した教育デザインや教育実践等に関する専門基礎知識や研究方法

の習得，意見交換，研究計画や研究成果のブラッシュアップを目的とした演習であり，関連論文や資

料の輪講や発表，受講生自身の研究の進捗報告，討論などを行う。 

 

情報教育デザイン論Ｂ  

Advanced Seminar on Information Literacy and Education Design B 

修士論文を作成する過程において行う研究課題に関連する一連の研究活動（文献調査，資料収集，

実験，討論，研究成果の発表など）からなり，その具体的内容は指導教員からの指示による。 

 

情報教育デザイン論プロジェクト研究  

Project Study 

情報教育分野における ICT を活用した情報リテラシー教育が関連するテーマについて，研究発表，

討論，文献紹介，教育デザインの構築，教育実践などを含む実習・演習を行う。本科目の 6 単位は，

前期 2 年の課程修了要件として情報教育デザイン論 B の 6 単位と同等に評価する。ただし，本研修を

単位修得する者は，情報教育デザイン論 Bの単位を同時に修得することはできない。 

 

専門科目（選択必修科目） 

 

メディアリテラシー  

Media Literacy 

本講義は，日本および世界のさまざまな地域で展開される「メディアリテラシー」の歴史と理論を
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学びかつその現状と課題を明らかにする。また「批判的読解」という定義にしたがい，テレビ番組，

映画，ＣＭ，アニメなどさまざまなテクストの実践的分析作業を行うことによって，情報を「賢く」

読み解き，かつ発信しうる能力の向上を目指す。またその作業を通して「メディアリテラシー」に取

り組むスキルの修得と向上を図り，併行して小中高の教育現場でその教育を行うための授業用テクス

ト作成・開発のためのプランを構築する。 

 

サーヴェイ・データ解析  

Survey Data Analysis 

 近年，政策決定の場において，世論（輿論）を把握することが重要な意味を持つようになってきて

いる。この講義では，サーヴェイの歴史，手法および実例を学ぶ。サーヴェイ・データの解析にあた

っては基本的に統計学を理解する必要があるが，本講義はあくまで入門レベルにとどめたいと考えて

いる。座学だけではなく，実習も行うので履修を希望する者はその点を留意すること。 

 

インタビュー・データ解析  

Methods of Sociological Interviewing 

いわゆる質的分析法の近年の展開にはいちじるしいものがあるが，具体的には検討の余地が多く残

されている。近年の動向を 新文献の入念な読解によって追うとともに，具体的なフィールドリサー

チの文脈において検討してみるのが本授業のねらいである。従って授業形態は講読を基礎とし，若干

の演習（データ解析やディスカッション）をとりいれる。単位評価は平常点およびレポートによって

おこなう。 

 

情報セキュリティ論  

Theory of Information Security 

情報セキュリティを確立するための基盤となる現代暗号理論を概観する。その理解に必要な代数学，

数論，計算量理論などの基礎事項について知識を準備したのち，離散対数，素因数分解，楕円曲線，

格子などに付随する問題（特に一方向性関数の逆方向を計算する問題）の難しさを計算量理論の概念

と記法を使って議論し，その難しさを応用した暗号系（秘密通信，鍵共有，ディジタル署名等）の安

全性について検討する。また，Arthur-Merlin ゲームや対話証明，ゼロ知識証明の概念を理解するとと

もに，情報セキュリティシステムへの具体的応用，計算量理論との関係などについても触れる。 

 

情報リテラシー実習 A  

Practical Information Literacy A 

本実習は，人間情報学，社会政治情報学，メディア情報学講座，及び，情報リテラシー教育専門職

養成プログラムに所属する学生を対象とし，情報新棟で独目に運営しているネットワークシステムに

ついての理解を深めながら， UNIXマシンのユーザーとしての基礎知識を習得することを目的とする。

ログインの仕方から，ファイルの作成，メール等の読み書き，文書処理システムを使っての文書作成
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などを集中的に学習し，情報研究科での研究に必要な 低かつ十分な情報処理技術を習得し，計算機

運用をも行えるレベルに到達するための基礎となる技術を身につけることを目指す。初心者を対象と

する。 

 

情報リテラシー実習 B  

Practical Information Literacy B 

本講義では，ICT（Information and Communication Technology）に関する 新の動向に触れながら，

その実践的知識とスキルを習得することを目的とする。講義は実習形式で行われ，ICT 機器（PC や AV

機器，プロジェクターなど）の操作方法の習得はもとより，ICT を活用した教材作成やプレゼンテーシ

ョン・デザインを体験する。人間情報学，社会政治学，メディア情報学講座および情報リテラシー教

育プログラムの学生を対象とし，受講希望者が多数の場合は情報リテラシー教育プログラムの学生を

優先する。 

 

英語プレゼンテーション  

English Presentation Intensive Course 

受講者参加型の授業により，効果的なプレゼンテーションを行うための技能を身につける。各受講

者が，英語のプレゼンテーションを構成し，材料を準備し，発表することができるようにすること。

この授業はネイティブ教員により，分かりやすい英語で実施される。 

 

インターンシップ研修  

Internship 

情報科学の方法論や考え方が事業の実際の計画や実施にどのように適用されているのか，行政機

関・民間企業等の諸組織に短期所属して実体験・学習する。夏季休暇中，約一ヶ月程度学外における

実習を行い，現実の情報科学の企画・実施に触れ，大学で身に付けた基礎理論と応用の間の関係を考

察することにより，授業科目の意義を理解する。それと同時に，具体例に対して客観的・倫理的に考

察する機会を得，実際の企画立案の方法や問題への対応の仕方等を具体的に学ぶことによって，総合

的かつ合理的に物事を考え組み立てる能力を培う。 

 

情報教育論  

Information Education 

情報社会の中で主体的に生きる学習者を育てるために，「情報活用の実践力」「情報社会に参画する

態度」の育成について，授業実践をもとに授業の設計，教材開発，学習評価などの観点から議論する。 
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後期課程 

専門科目（必修科目） 

 

情報教育デザイン特別ゼミナール I  

Fundamental Seminar on Information Literacy and Education DesignⅠ 

 博士論文特別ゼミナールＩ，同 II を開始するための学力と博士課程後期 3年の課程で行う研究に関

する基礎知識の習得を目的とする。情報リテラシー教育に関連する講義の履修，文献調査，討論，演

習，実験，授業実践，社会活動等からなり，その具体的内容は指導教員からの指示による。 

 

博士論文特別ゼミナール I   

Doctoral Seminar on Information Literacy and Education DesignⅠ 

 情報リテラシー教育に関連する研究遂行能力と研究発表能力の養成を目的とする。指導教員の指導

のもと研究を遂行し，その研究成果を，指導教員および関連の教員が参加する共同ゼミナール，学会

等で講演者として口頭発表することが単位取得の要件である。 

 

博士論文特別ゼミナール II  

Doctoral Seminar on Information Literacy and Education DesignⅡ 

 情報リテラシー教育に関連する研究の企画遂行能力の養成を目的として，博士課程後期 3 年の課程

で行う研究に関する研究の背景，従来の研究とその問題点，研究目的，研究計画，研究方法，準備状

況，研究目的達成時の学術的又は社会的意義，当該学生の発表文献，参考文献等をまとめた博士学位

論文作成計画書を専攻長に提出し，博士学位論文作成計画書に基づく研究成果を，学外者が参加する

学会，研究集会等で講演者として口頭発表することが単位取得の要件である。 

 

専門科目（選択科目） 

 

情報教育デザイン特別ゼミナール II  

Advanced Doctoral Seminar on Information Literacy and Education DesignⅡ 

 情報リテラシー教育に関連する研究指導能力の養成を目的とする。次の 2 項目のいずれかに主体的

に参加することが単位取得の要件である。 

a. 大学院ゼミナール，講演会等での幅広い分野の発表に対して，討論に加わり，適切な質疑を行う。 

b. 卒業論文や修士論文の作成において，指導教員の研究指導をサポートする。 
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3．4．活動のあゆみ 

 

本年度の活動として以下を計画した。 

 

平成 20 年度の活動予定 

(1) 実施責任者，実施副責任者及び情報科学研究科人間社会情報科学専攻並びに他専攻

の若手教員からなる「情報リテラシー教育プログラム支援センター」（以下「支援

センター」）を設置する。なお，本「支援センター」を本プログラム実施・運営の

責任組織とする。 

(2) 本「支援センター」はプログラム実施にあたり，大学院生の募集を行う。平成 20

年度は，在学生より志望者を募ることとする。 

(3) 本「支援センター」は，大学院生の履修・教育相談のために「相談室」を設置する。

同センターは，大学院生の履修モデルを作成し，研究指導体制を決定する。 

(4) 本「支援センター」の管理・運営のために，事務補佐員および研究補佐員を置く。 

(5) 本プログラムの講義・ゼミの円滑な実施を図るために，TA・RA を雇用する。 

(6) ICT 活用スキルの学習のために，「ICT 教育学習教材システム」一式を整備する。 

(7) 本プログラムの研究遂行のために，文献・資料等，図書の整備を行う。 

(8) 本プログラムの研究推進のために，研究会・フォーラム・シンポジウムを随時開催

する。企画立案は，「支援センター」が行う。 

(9) 本「支援センター」の若手教員を中心に，海外 FD 研修を実施する。 

(10) 本「支援センター」は，大学院生の FD 研修のために国内・海外の派遣準備を行う。 

(11) 「情報教育」の現場の視察および共同で研修を実施する。 

(12) 国際的人材の育成の一環として英語能力の涵養を図るために，「英語プレゼンテー

ション」の授業を行う。 

(13) 次年度の改善を図るために，年度末に自己点検・自己評価を実施する。 

(14) 本「支援センター」は，21 年度大学院生募集の準備を行う。 

 

 

 

以上の予定に基づき，次頁の表に示すように各活動を実施した。 
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表 本プログラムのあゆみ 

 

日にち 活動内容 

2008 /04/17  平成 20 年度大学院教育改革支援プログラム検討委員会第 1回会議 

 05/08  
平成 20 年度大学院教育改革支援プログラムに 

「情報リテラシー教育専門職養成プログラム」として学内申請 

 09  平成 20 年度大学院教育改革支援プログラム，学内選考ヒアリング 

 12  平成 20 年度大学院教育改革支援プログラム，学内選考採択通知 

 22  平成 20 年度大学院教育改革支援プログラム，計画調書提出 

 08/04  平成 20 年度大学院教育改革支援プログラム，学内ヒアリング 

 14  
平成 20 年度大学院教育改革支援プログラム，ヒアリング 

【場所】東京：共済会館 

 09/30  平成 20 年度大学院教育改革支援プログラムへの採択内定通知 

 10/01  本プログラム「支援センター」教育研究支援者 1名着任 

 

08 

 

FD 研修会 

【題目】情報社会と教育工学研究 

【講師】稲垣忠准教授（東北学院大学） 

 09  第 1 回運営委員会 

 16  第 2 回運営委員会 

 17  平成 20 年度大学院教育改革支援プログラム，交付申請 

 

21 -26 Professinonal Organization Development Network in Higher 

Educatrion(PODS)（1 名参加） 

【場所】米国ネバダ州リノ・ナジェットリゾートホテル会議場 

 23  第 3 回運営委員会 

 
24 -26 CPATHi18n（1 名参加） 

【場所】中華人民共和国・北京大学 

 11/06  第 4 回運営委員会 

 

18 

 

情報モラル研修会（3名参加） 

【主催】仙台市教育センター 

【場所】仙台市立向陽台小学校 

 20  第 5 回運営委員会 

 
21 -22 第 34 回全日本教育工学研究協議会 全国大会・三重大会（4名参加） 

【場所】三重県プラザ洞津他 

 27  仙台市立向山小学校・構内 LAN 活用研修会（2名参加） 

   第 6 回運営委員会 
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29 

 
第 1 回情報活用型授業を深める会（6名参加） 

【場所】せんだいメディアテーク 

 12/01  本プログラム「支援センター」事務補佐員 1名着任 

   本プログラム公式サイト公開 

 
03 

 
記者会見実施（5名） 

【場所】宮城県庁記者プレス 

 04  第 7 回運営委員会 

 
08 -12 Communication and China-Fudan Forum: Media and Social Space 等（3名参加） 

【場所】中華人民共和国・上海・復旦大学，上海交通大学 
 11  第 8 回運営委員会 

 

15 

 

FD 研修会 

【題目】東アジアにおける高等教育と IT メディアのインフラ整備の関係 

【講師】山口登志子准教授（マレーシア・Tunku Abdul Rahman 大学） 

   朝日新聞社より取材 

 16  読売新聞社より取材 

 

18 

 

親子のためのネット社会の歩き方セミナー（3名参加） 

【主催】財団法人コンピューター教育開発センター（CEC） 

【場所】仙台市立東華中学校 

   第 9 回運営委員会 

 20  平成 21 年度 4月入学・大学院入試説明会 

 24  第 10 回運営委員会 

 
27 

 
第 2 回情報活用型授業を深める会（3名参加） 

【場所】せんだいメディアテーク 

2009 /01/08  第 11 回運営委員会 

 

12 -13 平成 20 年度大学教育改革プログラム合同フォーラム・ポスターセッション（2名参加）

【主催】文部科学省・財団法人文教協会 

【場所】パフィシコ横浜 

 15  第 12 回運営委員会 

 21  平成 20 年度大学院教育改革支援プログラム，交付決定通知 

 22  第 13 回運営委員会 

 29  第 14 回運営委員会 

 

31 

 

ネット安全安心全国推進フォーラム（1名参加） 

【主催】文部科学省・ネット安全安心全国推進会議 

（事務局：文部科学省，財団法人インターネット協会） 

【場所】霞ヶ関中央合同庁舎 7号 
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 02/05  第 15 回運営委員会 

 09  
第 3 回情報活用型授業を深める会（2名参加） 

【場所】せんだいメディアテーク 

 
10 

 
情報教育研究推進委員会「実践発表会」（5名参加） 

【場所】仙台市教育センター 

 12  第 16 回運営委員会 

 

13 -18 UC Berkeley 及び Stanford University 調査（2名参加） 

【場所】米国・カリフォルニア大学バークレー校， 

スタンフォード大学等 

 19  第 17 回運営委員会 

 26  第 18 回運営委員会 

 03/05  第 19 回運営委員会 

 12  第 20 回運営委員会 

 

13 

 

講演会実施 

【題目】青少年を取り巻くネット・ケータイ環境 

～ネット・ケータイに関する青少年への指導をどうするか？～

【講師】加納寛子准教授（山形大学学術情報基盤センター） 

 16 -23 イギリスにおける情報教育調査（1名参加） 

 19  第 21 回運営委員会 

 22 -24 情報化時代における自治体職員研修に関する調査（石川県） 

 23  ICT 教育機器研修会(1) 

 24  第 22 回運営委員会＆ICT 教育機器研修会(2) 

 

26 

 

国内 FD 研修会実施 

【題目】学校現場で ICT を活用するとはいかなることか？ 

【講師】堀田龍也准教授（独立行政法人メディア教育開発センター） 

 27 -31 韓国における個人情報保護に関する行政の取り組みに関する実態調査 

 
28 

 
第 4 回情報活用型授業を深める会（3名参加） 

【場所】せんだいメディアテーク 

 30  ICT 教育機器研修会(3) 

 31  平成 20 年度報告書発行 

  

 

本年度は，在学生から後期課程 1 名を本プログラムの学生として迎え，来年度に本プロ

グラム後期課程に進学予定である1名を加えた計2名をRAとして採用した。来年度からは，

本プログラムに入学する大学院生を迎え，本格的に授業が開始される予定である。 

次節以降で本年度の活動の詳細について報告する。 
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3．5．運営体制－執行部会および運営委員会－ 

 

 本プログラムを運営するにあたり，「情報リテラシー教育専門職養成プログラム執行部会

（以下，執行部会）」と「情報リテラシー教育専門職養成プログラム運営委員会（以下，運

営委員会）」の 2つの運営組織を設置した。 

 「執行部会」は，本プログラムの取組実施担当者と本プログラム担当の教育研究支援者

から構成される。一方，「運営委員会」は，「執行部会」の構成員と本プログラムの実施協

力を依頼している本学情報科学研究科の教員から構成され，「運営委員会」を中心に週 1回

会合を行っている。 
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3．6．各活動報告 

 

総括 

 

 

「情報リテラシー教育専門職養成プログラム」代表 

関本 英太郎 

 

 平成 20 年度の「情報リテラシー教育専門職養成プログラム」の目標は，本プログラムを

将来的に有用・有効に機能させるために，教員及び履修学生が連携して教育研究に責任を

もって取り組むことができる組織・運営及び指導体制を構築するところにあった。スター

トして半年の活動を全般的に振り返れば，それはおおむね達成され，本プログラムは順調

に船出したと言える。 

詳細は本報告書に目を通していただきたいが，まず運営組織として「情報リテラシー教

育専門職養成プログラム支援センター」（以下，支援センター）を設置した。本センターは，

本プログラムに関わる教員全員からなる「運営委員会」及び教育・庶務・会計などそれぞ

れのセクションの代表からなる「執行部会」を設け，教育研究の指導・計画・体制に責任

をもって当たることとした。「運営委員会」は，本年度を終える時点ですでに 20 回を越え

ている。また「支援センター」には，事務補佐員および研究補佐員２名を置き，運営等が

円滑に行われるために，事務の業務等に当ってもらった。 

平成 20 年度の 大の課題は，ひとつは授業カリキュラム案を作成すること，もうひとつ

は，教育現場で有効に機能しうる情報教育デザインの構築を目指している以上，小中高の

現場で働く教員との連携を具体化することであった。 

前者については，講義，ゼミなどを通して情報科学研究科がこれまで積み上げてきた情

報教育に関する個別的な成果を，本プログラムの主旨に照らし合わせて有機的に再編成を

図るとともに，加えて特徴的な「新規科目」を開講することによって，次年度より情報教

育を軸に据えた大学院教育改革の「実質化」をスタートさせることができた。 

後者については，小中高の教育現場で働く有志とともに，「情報教育」を自主的に勉強す

る会を発足し，本年度は 4 回開催した。何よりもこの勉強会を通じて，情報教育及びＩＣ

Ｔツールを活用した情報教育の現状を学ぶことができ，今後の協働の具体化に向けて大き

なヒントを得たと言える。さらに，次年度に向けた取組のために，仙台市教育委員会との

連携の協議も本格化している。 

以上のように，大学教員と小中高の教諭との協働・連携の取り組み及び計画は，着実に

進行している。それを更に質を高め実りあるものにするために，教員のＦＤ研修及び学生

の海外研修も適宜実施された。その成果は，本報告書にも述べられているが，次年度以降

の取組に着実に活かされるに違いない。ただし，教員ＦＤ研修に関し，今年度に海外の大
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学の拠点作りに務めることを目標に掲げたが，現時点ではまだ絞り切れていない。次年度

の大きな課題である。 

本年度の履修学生は，2名。前期課程学生が 1名，後期課程学生が 1名である。本プログ

ラムは確かに少数で始まったが，次年度に前期課程学生が 5 名，後期課程学生が 3 名履修

する予定である。履修生は今後も着実に増えるであろう。彼らが本プログラムの目標を達

成するために，担当する教員は 大の努力を惜しんではならない。 

 

 

2009 年 3 月 31 日 
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リサーチ・アシスタント（RA）報告（１） 
 
 

情報科学研究科博士課程前期課程 2年 陳 怡如 
 
 
 これまでの研究および取り組み  
 

 

【研究テーマ】 

『多様化するメディア社会におけるテレビオーディエンスのメディア・リテラシー』 
 

 「ICT 時代」と称される現在，人々はほぼすべての情報をメディアを介して得ていると

言っても過言ではない。しかし，メディアの問題は絶えず指摘されている。例えば，利用

者数や利用時間，報道・娯楽など量と質両方において欠かせない役割を果たしているテレ

ビメディアは，「集団的過熱取材（メディアスクラム）」，「プライバシー侵害」，「捏造・や

らせ問題」などの問題が挙げられる。一方で，制作者側が持つ価値観に基づいて伝える「現

実」を再構成する作業はテレビの特性であり，また，視聴者からすれば「やらせ」とも取

られざるを得ない「演出」には制作者が伝えたいことを伝えるための「工夫」が組み込ま

れている現実が存在する 1)ことも否めない。 
 視聴者は「メディア・リテラシー2)（以下略：ML）」を身につけ，テレビの限界と特性を

意識し，背後にある価値観を見抜いたうえで視聴し，情報を主体的に判断していく必要が

ある 3)。また，テレビメディアを介した「事実」だけでなく，他メディアが伝える情報と照

らし合わせて見ることで出来事の全体像を考えるように視聴者は意識すべきなのではない

か。 
 
 
【市民メディア・映像制作ワークショップ講座】 

 メディアの利用者であると同時に発信者となり，研究理論の他，実践的経験も意識し，

地域の市民センター主催，東北大学メディア文化論研究室「メディア・リテラシー・プロ

グラム」共催の映像制作ワークショップ講座に参加している。講座で作成した作品は地元

のケーブルテレビで流し，市民メディアの一環としての取り組みを試みている。 

 
 
 情報リテラシー教育プログラム研修内容  
 
【第 34 回全日本教育工学研究協議会 全国大会・三重大会（2008 年 11 月 21 日-22 日）】 

・三重県立亀山高等学校 公開授業 

 三重県唯一の情報の専門学科であるシステムメディア科は，パソコン教室，ハードウェ

ア実習室，デザイン実習室が完備され，すべての教室でネットワーク（LAN）が活用でき

る環境となっている 4) 。word や powerpoint など基本知識の授業だけでなく，「課題研究
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3DCAD」や「Web ページデザイン」などの実践的科目が選択できる。また，「専門職を生

かし，地域活性化に寄与できる人材の育成」5)をテーマに，高校生が市民向けのパソコン講

座のインストラクターを担当し，教育スキルの習得も試みている。 

・研究発表分科会（三重県総合文化センター） 

《小学校における ICT 機材・教材の活用》 

 主に授業の効率化や児童の学習能力向上を目的とした教室内でのプロジェクター，投影

機，タブレット PC などの活用状況を報告。一方で，整備が整っていない，教師の理解が得

られない，予算問題など ICT 教材が普及できない現状と課題がまとめられた。 

《児童の情報リテラシー》 

 著作権問題や，メディアを使った表現力・創造力の育成，番組（映像）視聴と体験活動

の融合を通した学習効果の向上など，児童が情報化社会においてより有益にメディアを利

用することを狙いとした授業内容及び研究成果の報告が行われた。 

 
 
【平成 20 年度 情報教育研究推進委員会「実践発表会」：情報モラル部会（2009 年 2 月 10

日）】 

 情報モラル教育部会は，メディアの特性を自主的に判断できる生徒の育成及びより良い

コミュニケーション方法の習得を目的に『情報モラル指導力育成モデル』を提案し，「実

践授業」「外部連携」「教員研修」の三部構成から情報モラル教育を推進している。情報

モラル教育は，学校がそれぞれの実態に応じた内容設計に基づいて授業・研修を行うほか，

系統的に指導体制を確立し，家庭・地域と提携した上で継続的に行うことが理想とされる。 

 
 
【台湾視察（2009 年 3 月 16 日-21 日）】 

・台湾におけるメディア・リテラシー教育 

 台湾教育部は，2002 年に「ML 教育政策白書」を発表し，小中学校の既存授業に ML 教

育を取り入れるよう推奨している。世新大学は 2008 年 8 月から教育部支援のもと，「小中

学校 ML 教育推奨プログラム」を立ち上げ，児童のための巡回講座や教師の育成研修など

を行っている。また，国立政治大学などではメディア利用においての主体的思考力を重視

した「ML 概論」が全学科目として開講されている。教育機関のほか，NGO「媒体観察教育

基金会」は雑誌・DVD の発行や市民大学での ML 講座開催などを通して ML の普及に力を

尽くし，公共電視台（公共テレビ局）が国立政治大学監修のもと作成した子供向けの ML

教育番組『別小看我』は実際に様々な ML 教育現場で活用されている。 

 
 
 自らの研究と情報リテラシー研修との結び付き  
 
 従来の研究では，テレビメディアをめぐって主にテキストおよびオーディエンスという

狭い視野から ML を考察してきた。しかし，多様化するメディア社会に求められるのは，
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グローバル化とデジタル化のもとでダイナミックに変貌していくメディアを批判的にとら

え，能動的に働きかけていくための多元性と混成性を活かした ML6)である。テレビメディ

アも他メディアと相互作用する上で成り立っているがゆえに，テレビだけを単独に切り離

して語ることは不可能である。本プログラムの研修を通して，ML を含め，多様的な情報化

社会に欠かせないスキルについて改めて包括的に考えることができた。 
 一方，「メディアの特性・限界を理解し，利用者自身が ML 育成・推進を図る」という視

点から研究を行っていたが，台湾視察の際に見た公共電視台が作成した ML 教材『別小看

我』は，メディア企業が ML 推進において担える役割を見直すきっかけとなった。世新大

学「小中学校 ML 教育推奨プログラム」に参与している先生方は一様に，「ML の重要性は

すでに認識されているが，小中学校の教師は時間に限りがあるだけでなく，どう ML を教

えればいいか分からない。『別小看我』のように包括的な内容があり，尚且つ現に利用でき

る教材は，ML 教育に欠かせない役割を果たしている」と話す。常に語られている教育機関

やオーディエンスの責任だけでなく，『別小看我』の一例を踏まえ，メディア企業が ML 教

育にあたって展開できる可能性を探求することから進め，より広い視野で ML，更には情報

リテラシーの研究に取り組めるように視察成果を活かしていきたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1） 今野勉『テレビの嘘を見破る』，新潮新書，2007, p.39 
2） 「メディアの特性や仕組みを理解して，自分の判断力で情報を受け止め，またメディアを通して自らを表現する，

といった複合的な力」（出所：藤竹暁『図解 日本のマスメディア［第二版］』，日本放送協会，2005, p.122） 
3） 宮崎寿子「メディアは現実をどう構成するか」『メディア・リテラシーを学ぶ人のために』（鈴木みどり編），世

界思想社，2004, p.77 
4） 第 34 回全日本教育工学研究協議会 全国大会・三重大会 大会要領・資料集 
5） 同上 
6） 水越伸「メディア・リテラシー」『社会情報学ハンドブック』（吉見俊哉・花田達朗編），東京大学出版会，2004, p.109
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リサーチ・アシスタント（RA）報告（２） 
 

 
情報科学研究科博士課程後期課程 1年 韓 放 

 

私は東北大学情報科学研究科人間社会情報科学専攻の博士後期課程に所属し，去年か

ら情報リテラシー専門職養成プログラムに参加している。博士前期課程から情報教育，

メディア・リテラシーをテーマとして研究しきた。 

情報社会がますます進んでいる今日において，技術が急速に発展しているが，それに

応じる情報教育の立ち遅れという状況が見えてきた。日本のインターネット利用人口は，

増加を続けており，近年その使用者に青少年が増えつつある。しかし，学校教育におい

て，活字テキストがメインである現状では，インターネットなど電子メディアによる教

育手段が普及してはない。学校教育と現在発展しているメディア環境がともに進んでい

るわけではない。そして，現在の情報教育に関する授業の取り組みにおいて，情報倫理・

モラル教育の内容が不足している。 

情報リテラシーが備わるためには，重要な要素が二つある。まずは，理解しながら情

報を用い，周囲にある文化的・倫理的・経済的・社会的な問題を認識できることである。

そして，批判的に情報や情報探索過程を評価できる。この二つの要素はメディア・リテ

ラシーの定義にも明確に示されている。メディア・リテラシー運動全米指導者会議では，

メディア・リテラシーの定義が以下のように述べられた。メディア・リテラシーとは，

市民がメディアにアクセスし，分析し，評価し，多様な形態でコミュニケーションを創

り出す能力を指す。この力には，文字を中心に考える従来のリテラシー概念を超えて，

映像及び電子携帯のコミュニケーションを理解し，創り出す力も含まれる。鈴木みどり

によると，日本では，メディア・リテラシーとは，市民がメディアを社会的文脈でクリ

ティカルに分析し，評価し，メディアにアクセスし，多様な形態でコミュニケーション

を創り出す力を指す。また，そのような力の獲得を目指す取組もメディア・リテラシー

という（図１）。 

 

図 1 
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「情報リテラシー」とは情報を自己の目的に適合するように使用できる能力のことで

あると言えよう。アメリカ図書館連盟により，情報リテラシーは情報が必要なときに，

それを認識し，必要な情報を効果的に見つけ，評価し，利用する能力と定義されている。

情報リテラシーとメディア・リテラシーは, 情報とメディアに対応するものであり, 情

報やメディアに関する理解・操作・判断・選択・表現などの能力や, さらに情報の探索・ 

評価などの能力までも含むと見られる。しかし, 現状では, それらの総合的検討は必ず

しも十分でない。 

そこで，情報リテラシー専門職養成プログラムでは，情報リテラシー教育の現状や課

題について実地調査，データ収集，そしてそれを客観的に分析・検証を行うことを考え

ている。そのテーマ自体これまで本格的に追究されてこなかったものであり，意義のあ

る研究になると考えられる。本年度は，日本国内または海外の実地調査と資料収集を通

し，情報教育の現状を掌握した。次年度からは，教材開発とカリキュラム案作成に取り

組んでいきたいと考えている。 

本年度は以下の学会や会議に参加し，資料収集を行なった。2008年11月21日から22

日まで日本三重県で全日本教育工学研究協議会全国大会を参加し，ICT（Information 

Communication Technology）活用を中心に，今まで小中学校で情報教育の実践がまとめ

られ，これからの教育工学の方向性についても論議されていた。2008年12月9日，中国

上海交通大学媒体設計学院（School of Media & Design）で，日本のメディアやメディ

ア・リテラシーの現状について講義が行われた。さらに，日本の市民メディアについて

研究発表を行い，媒体設計学院の研究者や学生と日本と中国の市民メディアについて議

論や交流を行った。12月10日から12日まで，上海復旦大学新聞学院（Journalism School 

of Fudan University）で開催されたCommunication and China – Fudan Forum：Media and 

Social Spaceに参加した。そして，12月11日「日本における市民メディア実践とパブリ

ックアクセスの可能性」のテーマでパネル発表を行った。さらに中国の 先端のメディ

ア教育の研究者と共にメディア・リテラシーの展開などについて学術交流などを発展さ

せることが期待された。 

以上の研修プログラムに参加しながら，現時点で主に三つの課題が見えてきた。 

１） 情報リテラシー教育の教材作り，カリキュラム設計と教師養成の制度を備える。 

２） 情報リテラシー教育を通して，学生が独立的，批判的な思考力を育てる。 

３） 情報リテラシー教育と現在の教育システムとの結びつき。 

現状を踏まえ，これらの課題を段階的に研究していきたい。現時点で何よりもまず求

められるのは，日本国内また海外の情報リテラシー教育の実践その実態を正確に調査し，

それを元に綿密に内容分析を行い，検証することであろう。本プログラムを参加しなが

ら，自分の研究の意義と価値は何よりもその点にあると思う。理論研究と教育現場の実

践をつながり，多様な視点から情報リテラシー教育の推進し，具体的な開発プログラム

を取り組んでいきたいと思う。 
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(1) 情報活用型授業を深める会 

 

 

提出日：平成 21年1月9日 

 

第 1 回「情報活用型授業を深める会」参加報告書 
 

鈴木 大輔（東北大学大学院情報科学研究科 教育研究支援者） 

 

タイトル・場所 

第 1 回情報活用型授業を深める会 （会場 せんだいメディアテーク） 

日時 

2008 年 11 月 29 日（土）15 時～ 

参加者 

関本英太郎（教授）・窪俊一（准教授）・篠澤和久（准教授）・邑本俊亮（准教授）・鈴木大輔（教育研究支

援者）・韓放（情報科学研究科博士課程 1 年） 

目的 

情報活用型授業に関する現場での取り組みや最新の動向について勉強するため 

概要および成果 

概要 

「情報活用型授業を深める会」は東北大学・関本英太郎教授及び東北学院大学稲垣忠准教授が中心

となり，仙台市教育委員会や宮城県内の小中高の教員などに参加を呼びかけて始めた研究会である。

第 1 回は稲垣准教授がコーディネーターとなり，宮城県内の小中学校の教員，大学教職員および大学生

40 名ほどが参加した。NHK エデュケーショナルの桑山裕明氏，宮城県栗原市立大岡小学校の成瀬啓教

諭から情報活用に関する話題提供があった。 

桑山裕明氏からは，「伝える極意」という NHK テレビ番組の制作や取材を通して得られた教授方法や

伝える方略についての話があった。具体的には，伝えるためにもロジックがあり，子供たちにある程度の型

を教えることが重要である点，伝えるための要素として，「ねらいを定める力」，「情報に共感し自分を振り

返ることができる力」，「興味や論理性を持続させながら，わかりやすく構成できる」の 3 つの要素が重要で

ある点が述べられた。その後，「たほいや」という表現力を身につけるゲームを実際に行った（フジテレビ

出版 1993 参照）。 

成瀬啓教諭からは，「九九を作ろう」という単元の中で，どのように ICT を使って授業を展開すべきか検

討が行われた。具体的には，子供たちが九九に関する問題をグループごとに考え，それらの解答を ICT

ツールを使って他の子供たちに説明する授業が想定された。子供たちが ICT を使って他の子供たちに説

明する際に，どのような説明方法や表現が評価に値するのかに焦点が当てられ，検討が行われた。 
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成果 

 桑山裕明氏の報告からは，授業に人気がある教員がどのような伝え方を行っているのか，その極意につ

いて知ることができ，非常に有意義であった。さらに成瀬啓教諭の話題提供からは，現在の小学校の授

業内で ICT ツールをどのように活用しているのか垣間見ることができ，さらに情報活用能力をどのように育

成しているのか，他の教員との意見交換もでき，非常に有意義であった。 

 

 

  

 稲垣先生によるイントロダクション                    桑山氏による話題提供 1 

  

      桑山氏による話題提供 2                  「たほいや」の実施の様子 
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提出日：平成 21年１月16日 

 

第２回「情報活用型授業を深める会」参加報告書 

 

篠澤 和久（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査・場所 

第２回情報活用型授業を深める会 （会場 せんだいメディアテーク） 

日程 

2008 年 12 月 27 日 

参加者 

関本英太郎（教授）・窪 俊一（准教授）・篠澤和久（准教授） 

目的 

情報活用型授業に関する現場での取り組みや最新の動向について勉強するため  
概要および成果 

概要 

１．栗原市立大岡小学校の公開研究会の報告 

 東北学院大学准教授の稲垣忠先生から，教育現場において教科ごとにどのようなＩＣＴの利用

が考えられるについて紹介があった。 

２．情報活用型授業と伝え合う力 

 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属小学校の八崎和美先生から，附属小での教科の中での

情報活用を意識した授業づくりや，伝え合う子どもたちを育てる学級経営についての取り組みの

紹介があった。NHK「わくわく授業」「教室の IT 革命」など，八崎先生が子どもたちとともに出演

した番組映像で題材としながら，子どもたちが「本気で伝え合う」情報活用型授業の可能性につ

いて情報および意見交換を行なった。 

 

成果 

 ＩＣＴの利用がどのように授業の効率を高め，また生徒の学習意欲を引き出せるのか，というテ

ーマは，今後も検証していかなければならない課題であるが，大岡小学校での研究会の報告，お

よび，金沢大学附属小での取り組みの紹介は，一つのモデルケースとして参考になるものであっ

た。ＩＣＴ機器に振り回されることなく，あくまでも生徒の立場・目線での効果的な活用法をど

のように現場に普及させていくのか，これは本プログラムが取り組むべき重要な課題の一つであ

る。今回の研究会でも，現場で教える先生方の「熱意」が教育の根本であることを改めて痛感で

きた。そうした熱意をもった先生方に組織された本研究会に参加し，意見交換していくことは，

本プログラムに裨益すること大であると実感できた。 
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稲垣先生発表風景 

 

質疑応答風景 

 

八崎先生発表風景 
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提出日：平成 21年2月9日 

 

第 3 回「情報活用型授業を深める会」参加報告書 

 

窪 俊一（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査・場所 

第２回情報活用型授業を深める会  （会場 せんだいメディアテーク） 

日程 

2009 年 2 月 7 日（土）15:00～17:30 

参加者 

窪 俊一（准教授）・篠澤和久（准教授） 

目的 

情報活用型授業に関する現場での取り組みや最新の動向について勉強するため 

概要および成果 

概要 

 第 3 回「情報活用型授業を深める会」研究会 

 出席者：宮城県内の小中高の教員，大学教員，仙台市教育センター，学生など約 35 名 

 

 テーマ「授業実践教育から見えること」 

 東北学院大学の稲垣ゼミの学生による卒業研究の発表会及び現場の教員との質疑応答・ 

 討論 

 

成果 

 7 名の稲垣ゼミの学生による卒業研究の発表であったが，学生たちはすべて幼稚園，小学校，

中学校で授業参観・授業補助を一定期間行ったうえで，その実践結果・観察結果を分析して

おり，興味深いものであった。 

 別紙の発表題目一覧からも分かるように，ICT 教育と関連したものが多く，また，不十分で

はあるけれども，「情報モラル教育の指導カリキュラム」のデザインを試みた研究もあった。

 現場の先生方から，そのようなカリキュラムデザイン研究の必要性とその教育現場での応

用の必要性が力説されていたが，教科横断・学年横断とならざるを得ず，学校全体として，

あるいは，小学校・中学校が連携して取り組む必要があるという指摘もあった。 
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第 3 回「情報活用型授業を深める会」研究会 

 

テーマ「授業実践教育から見えること」～総合研究発表会～ 

 

研究発表題目一覧 

 

発表１．リトミックによる家庭における幼児の外的集中力育成方法の検討 

発表２．学校間交流学習による「伝え合う力」の育成プロセスの研究 
発表３．社会科における思考力を育成する手だてのモデル化 
発表４．小学校算数教科の作問学習における ICT を活用した問題解決能力の育成 
発表５．探求型学習における児童の学習意欲と教師の手だての分析 
発表６．学校放送番組を利用した教師の授業デザインに関する研究 
発表７．中学校における教科単元に対応した情報モラル指導カリキュラムの開発 
 

    

 

    

発表風景 

 

参考資料 
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提出日：平成 21年3月19日 

 

第４回「情報活用型授業を深める会」参加報告書（予定） 

 

窪 俊一（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査・場所 

せんだいメディアテーク ７F スタジオ 

日程 

2009 年 3 月 28 日（土）14:00～17:30 

参加者 

窪 俊一（准教授）・篠澤和久（准教授）・関本英太郎（教授）＊参加予定 

目的 

第 4 回 情報活用型授業を深める会 

概要および成果（予定） 

 昨年 11 月に本プロジェクトが仙台市教育委員会，東北学院大学，仙台市の小中高の教員などと共同

で立ち上げた研究会の今年度最終回である。別紙にあるように，今回は，「ルーブリック研究会」との共催

で，ルーブリックの活用法を学ぶことになった。ルーブリックの基礎，模擬授業，実践発表，ワークショップ

などを予定している。 

  毎回，現場の先生方に多数参加していただいており，教育の現場での実践を重視する本プロジェクト

にとって貴重な研修の場である。来年度も，この研究会活動を発展させていく予定である。 
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(2) 海外視察・学会参加  

 

平成 20 年 10 月 27 日 

 
大学院教育改革プログラム関係出張報告 

 
浜田 良樹（東北大学大学院情報科学研究科・専任講師） 

 
 
１．出張の概要 
出張日程 平成 20 年 10 月 21 日（火）～10 月 26 日（日） 5 泊 6 日 
出張先 米国ネバダ州リノ・ナジェットリゾートホテル会議場 
会議名 PODS(Professional Organizational Development Network in Higher 

Education) 
※10 月 24 日～25 日 UC バークレー校留学中の森本雄太氏（本研究科・システム情報

科学専攻）も参加 
 
２．出張の目的 
①U.S.における情報リテラシー教育に関する FD の 新の動向を探ること。 
②本プロジェクトを遂行する上での拠点校たり得る大学を探すこと。 

 
３．出張の成果の概要 
①POD とは 
 POD は，各大学・コミュニティカレッジ等において FD(Faculty Development)を実

施しているセンターのスタッフ，コーディネーターなど「FD のプロ」が FD をいかに

発展させていくかということを主眼とした会議であり，2000 人の会員がいる。 
②POD カンファレンスとは 
 PODが年に 1回開いている参加者 900名以上という会議である。3泊 4日にわたり，

朝 7 時から夕方 8 時半まで，200 を超すワークショップが開催され，アメリカ的な討

論で行われる。スピーカーがスライドを用いて講義をする場合もあるがそれは少数派

であり，アドホックにテーブル・ディスカッションを繰り返し，何らかの BEST 
PRACTICE に到達する方法が主流である。 

③US における FD の 新動向 
 日本で言う FD という言葉は Instructional Development（ID）として，FD の下位

概念になっている。ここには，シラバスの書き方や授業の際に気を配るべきこと，習

熟が遅い学生への対応，試験の行い方などの基礎的な話が網羅される。 
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 POD はコミュニティカレッジなどをベースとし，学生の学力格差などへの対応が求

められる。そのため，「教育へのシフト」を迫られた大学は，徹底した学生本位の教育

の在り方を模索する。そうした大学では，教員にインセンティブを与えるため，採用

や昇進などは，ティーチングの能力が考慮される。 
④情報リテラシー教育に対する反応 
 「情報リテラシー教育」という用語がわかりにくいということであった。 
 「情報リテラシー教育」という概念がわかりにくいこともあり，それほど興味を持

たれなかった。また，外国の大学との提携により得られるノウハウやスキルが明確に

示せない以上，提携のインセンティブはない。このあたりを明確にしていかないと，

海外との提携は容易ではないと思われる。 
⑤ 今回のプロジェクトにおいて計画されている FD について 

今回のプロジェクトに組み込まれている学生向けの FD には，前述の ID を行えば十

分かと思われる。しばしばこの種のセンターは，博士としての就職を控えた大学院学

生に対し，夏休みにティーチング能力を鍛えるためのセミナーを企画している。その

セミナーで他の受講生に迷惑をかけない範囲で，かつ実費を支払えば受け入れてくれ

るのではないかと思料する。 
 教員向けの FD であるが，そもそも目指すべき人材が見えていない状況において，各

先生が教育のあり方を見つめなおすことは容易ではない。したがって，教員向け FD は，

「情報リテラシー教育」という概念を整理し，プロジェクトメンバーがそれを共有す

ることを当座の目標とすべきであろう。 
４． 今後に関して 

 引き続き，FD 従事者ネットワークを活用し，関係者との調整を進めていきたい。 
 11 月には POD と類似した[Lilly Conference]が開催される。この時期に渡米し，併

せて今回知己となった，POD プレジデントの Versinia Sue Lee 女史，前プレジデント

である Matt Oulett 氏，テキサス州立大学オースティン校の Karron Lewis 女史なども

可能な限り訪問し，FD 実施への地ならしとしたい。 
 

以上 
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提出日：平成 21年1月9日 

 

CPATHi18n 調査・視察報告書 
 

鈴木 大輔（東北大学大学院情報科学研究科 教育研究支援者） 

 

調査・場所 

北京大学（中華人民共和国） 

日程 

2008 年 10 月 24 日（金）～2008 年 10 月 26 日（日） 

参加者 

鈴木大輔（教育研究支援者） 

目的 

 海外の情報倫理教育の内容や実施状況の情報収集を行うため。そして，本研究科の授業内容と比較

検討するため。 

概要および成果 （※添付ファイル参照） 

概要 

CPATHi19n とは，学部学生を対照としたコンピューター・サイエンスやコンピューター教育についてグ

ローバルな視点から考える会議である。参加者数は約 30 名で，参加団体は，環太平洋地域の大学（中

国・台湾・アメリカ），新しいコンピューター・サイエンスの国際的な教育プログラムを行っているコミュニティ

やハイテク産業の企業（IBM，Google，Intel）などであった。2 日間の会議中，13 のワークショップテーマに

基づく会議が行われた。 

 

＜ワークショップテーマの一例＞ 

・ グローバルな活躍を目指す SE 育成コース 

・ コンピューター・サイエンスのスキル向上のための国際交流 

・ Human Computing Interaction(HCI)の国際交流 

・ 情報倫理問題と国際的なコンピューター利用の影響 

・ CPATHi18n が提唱するコンピューター・サイエンス教育プログラム 

・ 環太平洋諸国のコンピューター・サイエンス教育プログラム 

・ 無錫国際大学のソフトウェア教育プログラム（産学連携）         など 

 

以上のワークショップテーマうち，海外の情報倫理教育の内容や実施状況の情報収集を行うために，

「情報倫理問題と国際的なコンピューター利用の影響」のワークショップに参加した。参加するにあたっ

て，本研究科の特色（学際性，情報倫理学や情報法律制度論の授業内容）について紹介した（付録の添

付資料参照）。 
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成果 

会議の結果，CPATHi18n で提案された情報倫理教育の内容として，プライバシー，情報アクセス，知的

財産権の 3 つが重要とする結論に至った。具体的な教育内容として，情報セキュリティー，パブリックアクセ

ス，法律と習慣，知的財産権，著作権，特許権，ネチケット，プライバシー，匿名性，コミュニケーションツー

ルと文化，情報取捨選択などが挙げられた。特に，グローバルスタンダードな点と国の文化を反映した点

を明確にして教育する必要性が重要との結論に至った。 

その後，それらの教育を行うにあたって，具体的な教育方法や使用教材についてもいくつか提案が行わ

れた。たとえば，国際的な会議の報告書，流行・文化，書籍ビデオの利用，生徒による文献調査，社会調

査の実施，ロールプレイングゲーム，オンライン上での他国学生とのディスカッションなどが挙げられた。 

これらの提案をふまえると，本学で行われている“情報倫理学”“情報科学法律論”などは，本学情報の

学際性をうまく網羅し，CPATHi18n で提案された内容を含むプログラムであるといえる。たとえば，遺伝情

報，生命情報といった広範囲な“情報”を授業の中で扱い，複数の分野の教員が情報倫理に関するトピッ

クを設けて交互に授業を展開しているため，文理のバランスがとれた内容といえる。また，本学の取り組み

を紹介した際，非常に興味を持っていた他国の教員が多かったため，先進的な取り組みである可能性が

示唆される。 

  

参考 

CPATHi18n: （http://www.cpathi18n.org/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 発表内容および配布資料については，付録参照。 
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提出日：平成 20年12月28日 

 

Communication and China-Fudan Forum: Media and Social Space 参加報告書 

 

韓 放（東北大学大学院情報科学研究科 博士後期課程 1 年） 

 

調査・場所 

Communication and China-Fudan Forum: Media and Social Space 

中国上海市邯郸路 220 号 復旦大学 

中国上海市闵行区东川路 800 号 上海交通大学 

日程 

2008 年 12 月 8 日～2008 年 12 月 13 日 

参加者 

関本英太郎（教授）・韓放（博士後期課程 1 年）・陳怡如（博士前期課程 1 年） 

目的 

上海復旦大学で行われたメディアと社会空間（公共空間，交通など）に関する“2008復旦フォーラム”に

おいて研究発表を行うため。また上海交通大学で講義を行うため。 

内容および成果 

2008 年 12 月 9 日，上海交通大学媒体設計学院（メディアとデザイン学科/School of Media & Design）

で，関本英太郎教授が日本のメディアやメディア・リテラシーの現状について講義を行った。さらに，本研

究科博士課程の韓放と陳怡如も日本の市民メディアについて研究発表を行い，媒体設計学院の研究者

や学生と日本と中国の市民メディアについて議論や交流を行った。中国でもインターネット使用者が増え

つつあるが，市民メディアの実践はいまだ展開されていない。メディアを利用して発信することについて，

日本の市民メディア実践がよい参考となった。その後，上海交通大学媒体設計学院の陳先元教授と共に

共同プロジェクトについて具体的に話し合い，2009 年，日中メディア・リテラシーの共同研究会を開くこと

について検討を行った。 

2008 年 12 月 10 日から 12 日まで，上海復旦大学新聞学院（Journalism School of Fudan University）

で開催された Communication and China – Fudan Forum：Media and Social Space に参加した。そして，12

月 11 日，関本英太郎教授，韓放と陳怡如は「日本における市民メディア実践とパブリックアクセスの可能

性」(Citizen media practices and the possibility of construction of public access in Japan)のテーマでパネ

ル発表を行った。中国では市民メディアという概念がまだ新しいものであるが，出席した研究者と共に市

民メディアに対するそれぞれの見解を議論し，市民メディアに関する実践の経験について交流を行った。

そして今後，中国のＮＰＯの協力で製作された市民ビデオ作品を交流する予定である。 

さらに中国の最先端のメディア研究者と共にメディア政策，メディア研究，メディア・リテラシーの展開な

どについて学術交流などを発展させることが期待されている。 
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提出日：平成 21年2月21日 

 

UC Berkeley 及び Stanford University の調査・視察報告書 
 

小川 芳樹・西田 光一（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査・場所 

1, Department of East Asian Languages and Cultures, University of California, Berkeley 
2, School of Information, University of California, Berkeley 
3, College of Engineering, University of California, Berkeley 
4, Department of Linguistics, University of California, Berkeley 
5, Cecil H. Green Library, Stanford University 

日程 

2009 年 2 月 13 日～2009 年 2 月 18 日 

参加者 

小川芳樹 （准教授）・西田光一（准教授） 

目的 

１．UC Berkeley およびアメリカ西海岸の大学の研究と教育の現状および日米の大学間提携の展望

についての調査 
２．School of Information の前研究科長である Yale Braunstein 教授から，GSIS の情報リテラシー教育

専門職養成プログラム (以下，ILEP)の履修学生の短期留学先および担当教員の海外研修先についての

情報収集，および，new media が社会に及ぼす影響を研究する在米の研究者および関連出版物につい

ての調査 
概要および成果 

[1] 大学間交流の可能性 
・大学間の交流では，教員の個人的な交流関係を築くことが 初で肝心である。海外の大学との交

流では，相手に何をして欲しくて，こちらでは何ができるかを明確にする必要がある。共同研究が

できる相手であれば，相互に恩恵があるが，そうでない場合は，一方的になる。 
 
[2] Yale Braunstein 教授とのインタビュー 
 Yale Braunstein 教授は，UC Berkeley, School of Information (以下，i-school)の前研究科長で，

専門は経済学者。当初，Philadelphia の大学の工学部で数学を専門としていたが，New York や

Stanford にいたこともあり，25 年ほど前から UC Berkeley に移り，現職に至る人物で，学内外に

幅広い人脈を持っている。 
 同氏に，主に以下の６点についてのインタビューを行った。 
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(1)  UC Berkeley の中での i-shcool の位置づけ 
(2) UC Berkeley の中での i-school の成り立ち 
(3) i-school と連携のある大学・研究所 
(4) Digital Youth Project について 
(5) i-school の現状・入学要件・修了要件等 
(6)      GSIS から i-school への学生の短期留学および教員研修の可能性 
 
★ Digital Youth Project について 
Digital Youth Project (http://digitalyouth.ischool.berkeley.edu/)が昨年終了した後も，この成果を

引き継いで研究している i-school の研究者がいる。Internet を含む new media の否定的側面につい

ての研究論文や研究者も紹介可能。 
★ i-school の現状・入学要件・修了要件等 
 ・ i-school が掲げる２つのキーワード：technology-based policy／policy-based technology 
★ GSIS から School of Information への学生の短期留学および教員研修の可能性 
・ exchange agreement の実例 
(1) full two years as international students 
(2) international visitors 
(2-1)１セメ（8~11 月または 1~5 月中旬の５ヶ月間）または１年滞在し，１セメ当たり１〜２クラ

スを履修）Berkeley students として登録するわけではないので，成績証明書が出る訳ではなく，「公

式に聴講」するというだけ。この場合，受講者は学生ではないので，F-1 Visa も発行できず，J-1Visa 
(visiting as scholarship）で来てもらうことになる。なお，在籍期間修了後に Certificate の発行を

求められれば，不可能ではない。 
(2-2) ２〜３ヶ月の short stay。この場合，5 月中旬〜８月中旬の機関がおすすめ。研究室は与えら

れる。ただし，この間，i-school の faculty members は，ほとんど誰もいないだろう。 
(3) 授業は，”Computer Sciences”の Course は必ず履修する必要あり。 
  それ以外に，以下のような授業が開講されている： 
 Undergraduate Courses > 
 103 History of information (3) 
 141 Search Engines: Technology, Society, and Business (2) 
 Course Catalog > 
 202 Information Organization of Retrieval (4) 
 203 Social and Organizational Issues of Information (4) 
 205 Information Law and policy (2) 
 216 Computer-Mediated Communication (3) 
 247 Information Visualization and Presentation (3) 
今後さらに UC Berkeley と本プログラムの教員・学生の研修・交流の可能性を探ることにした。 
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提出日：平成 21年3月22日 

 

台湾メディア関連機関視察 

 

韓  放 （東北大学大学院情報科学研究科 博士課程後期 1 年） 

陳 怡如（東北大学大学院情報科学研究科 博士課程前期 2 年） 

 

調査・場所 

平成 21 年度 台湾メディア関連機関視察 

（場所：台湾台北市，桃園県，花蓮市） 

日程 

2009 年 3 月 16 日（月）～3 月 21 日（土） 

参加者 

関本英太郎（教授）・韓放（情報科学研究科博士課程後期 1 年）・陳怡如（情報科学研究科博士

課程前期 2 年） 

目的 

台湾のメディア研究・教育機関（国立政治大学，世新大学，慈済大学）および NGO 団体（媒体観

察教育基金会），メディア企業（公共電視台）を対象に，それぞれの展開状況に応じた「台湾社

会においての組織の役割」「メディア・リテラシー（以下略：ML）教育」「市民メディア」など

をテーマとした学術交流や研修会を通して，台湾のメディア社会の発展・現状・課題を知ると同

時に，今後情報リテラシープログラムを進めていく上での交流・提携機関の視察を図る。 

内容および成果 

【3 月 17 日（火）】 

・台北市立 萬芳国民小学校メディア・リテラシー教育授業見学 

- 場所：台北市 萬芳国民小学校 

- 見学内容 

台北市文山区萬芳国民小学校は公立小学校である。幼稚園から小学校 6 年まで 41 のクラスで，

学生が約 1000 名である。1998 年から，「台北市国民小学校情報教育重点発展学校」となり，「情

報と教育の融合」，また「校務行政 E 化」を中心に情報教育を展開している。現在，情報リテラ

シー教育の一環として，ML 教育が取り込まれている。学校すべての教室に，パソコンとプロジ

ェクター一台ずつ設置されており，授業の内容に合わせて機材を活用することができる。教務主

任余秋玉は，美術や科学などの科目はパソコンとプロジェクターを使用し，映像を見せながら，

学生の注意力と関心を高め，効果的に授業を進めるが，機材はあくまでも補助的な道具なので，

それに依存することではなく，授業内容を豊かにするための道具として，機材を十分に活かすこ

とが重要であると述べられていた。そして，情報が溢れている環境において，情報を整理し，評

価し，理解しながら，身の回りの社会問題や価値観を認識することを目指した試み，NIE 
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（Newspaper In Education（教育に新聞を））が実施されている。NIE とは，授業で新聞記事を教

材にして自主的で積極的なアプローチから学習を行い，情報の自己判断力を向上させることを目

指すものである。その授業において，相互に意見を交換する場合，よく記事を読み込まなくては

ならないため，読解力の促進も見込まれる。そして，複数の新聞を読み比べる事で新聞のウソや

偏向報道を見抜く目を養うことは ML にも通じ，現代の子供にとってとても重要な意味合いを持

つ。鄭智仁先生は 6 年生の保健体育科目を担当されている。私たちは 6 年生の保健体育の授業を

見学した上で，授業に ML 教育の取り組みについて話し合った。鄭先生は一部の記事を学生と共

に読みながら，情報を整理し，分析し，記事の背後に描かれている価値観・倫理・社会問題につ

いて討論をなされていた。鄭先生によると，毎週水曜日各科目の教師が集まり，交流会が行われ

るそうである。それぞれのメディア教育の現場においる経験と具体的な教案について分かち合

い，現場の教育経験を活かし，豊富な教案資源を開発されているそうである。教案などの教育資

源が学校のウェブサイトに載せてあり，毎週更新されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1 教室の様子            写真 2 授業の様子 
＊ 写真は萬芳小学校のウェブサイトから引用したものである。 
 
・国立政治大学視察 

- 場所：台北市 国立政治大学 

- 視察内容 

その後，台湾国立政治大学に移動した。新聞学院の媒体素養（ML）研究室の先生，学生と学術

交流をし，これからの共同研究について意見も交換した。国立政治大学の媒体素養研究室で，小

中学校での ML 教育を積極的に取り組んでいる。1999 年 ML の取り組みを始め，今年まで 10 年

間の歩みをまとめられた関尚仁主任と呉翆珍教授から，貴重な経験を聞くことができた。ML 教

育は国民教育の重要な一環として展開され， 終目標は学際的な研究活動と実践を通し，メディ

ア情報を批判的に読み解く能力を持つ公民を育て，健全なメディア環境を促進することにある。

具体的に，ML の教育内容は小学校 1－3 年の数学や社会の授業に，4－6 年の保健と体育の授業

に導入されている。一方で教師研修も重視されており，定期的に小中学校の先生向けに集中講義

が行われ，教師用のハンドブックも出版された。台湾公共テレビ局の協力で，「別小看我」（甘

く見ないで）という ML の映像テキストが作られ，番組として放送されている。その場で，台北

市北新小学校の張嘉倫先生は小学生のインターネット利用と発信に関する教育経験を発表され
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た。学生が既に持っているメディア利用習慣と経験を掌握した上で，情報発信の力，それに関す

る情報倫理などの問題を指導すべきだと彼女は発表で述べた。また，国立政治大学で ML は教養

科目として取り組まれている。授業において，媒体素養研究室の院生代表が TA の役割とカリキ

ュラム・デザイン，また評価方法について発表した。 
 
【3 月 18 日（水）】 

・世新大学，媒体観察教育基金会（以下略：媒観），メディア文化論研究室共同研修会 

- 場所：台北 世新大学舎我楼 12 階 S1204 会議室 

- 研修会内容 

1. 世新大学校内メディア教育・カリキュラム実施状況 

世新大学は 1991 年に「マスメディアと社会」（1997 年，「マスコミュニケーションと社会」に

改名）を学部一年の全学必修科目としたことをきっかけに ML カリキュラムを取り入れる。2001

年には全学教育にて，マスコミ学院以外の学生のための「メディア・リテラシー」カリキュラム

が設置される。授業は，学生のクリティカル思考能力の向上を重視し，多様的な視点からメディ

アメッセージを分析/読み解き，自身の能力を育成する（self-empowerment）ことに焦点を当てて

いる。また，メディア業界や他校と提携したネット遠隔授業やカリキュラムのサイトを設置され，

メディア技術を活用した授業が行われている。 

2. 教育部 2008 年度小中学校 ML 教育推進計画 

世新大学が教育部支援のもと，2008年 8月から 2009年 10月までの期間に行っているプログラム。

台湾の小中学校では，ML 教育は正式科目として授業に取り入れられていないものの，本プログ

ラムは既存科目に ML を融合させる教材の提供を始め，小中学校教師の支援体制や ML を日常生

活に定着させる理念などを特徴に行われている。当日午後参加した桃園県の「メディアの扉を開

く」講座も本プログラムの一環として開催されたものである。 

3. 世新大学「大文山伝達と発展アーカイブ（http://wenshan.shu.edu.tw/）」 

長期的に社会学研究を行ううえで，社会現象を包括的に考察し，第一手となる資料を蓄積する場

所（locale）として社会学研究資料サイト「大文山アーカイブ」が設置され，主に伝達（マスコ

ミュニケーション）関係の資料をメインに蓄積されている。また，世新大学が位置する大文山地

区は，台湾社会の縮図ともいえる自然環境及び社会的背景を持ち，研究は主に地域との融合の上

で進められた。しかし，情報資料の更新が継続的に行われていないという限界に直面しており，

地域のオピニオンリーダーや記録担当者との定期的な提携をすべきという課題を抱えている。 

4. 「媒体観察教育基金会（以下略：媒観）」メディア・リテラシー教育推進状況 

媒観は，ML 普及およびメディア社会に生きる市民のクリティカル思考能力向上，メディア環境

の改善に力を尽くしている NGO 団体である。活動は雑誌や DVD の出版，市民大学における ML

講座・ワークショップの開催，良質児童番組の紹介・推奨，メディア企業への意見代弁，ボラン

ティア（ML 推進者）の育成などを通して行われている。また，媒観はネットアーカイブ「公民

行動影音紀録資料庫（http://www.civilmedia.tw/）」を立ち上げ，媒観の活動記録を残すだけで

なく，主流メディアとは異なった視点で社会情勢を捉えたり，軽視されがちな地域社会やマイノ
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リティのニュースを取り上げたりするなど，様々な市民が多元的に意見を伝え，情報を共有でき

る手段を提供している。 

5. 東北大学メディア文化論研究室の研究・取り組み紹介 

日本でも様々なメディアの問題を背景に ML の重要性が重視されるようになり，メディア文化論

研究室でも 2001 年 12 月に「メディア・リテラシー・プロジェクト（MLP）」を設立した。今回

は主に 2007 年と 2008 年に市民センター開催された「小学生映像制作ワークショップ」を用いて

ML 教育の推進状況およびケーブルテレビを利用した市民の情報発信（市民メディア）の実例を

紹介した。一方で，「普及が難しい」「映像を用いた教育への理解の不十分」「社会的・政治的

話題のアレルギー反応」「教育人材の不足」

などといった研究室が仙台市で ML 教育を進

める上で考察された課題もまとめた。 

6. 質疑応答 

ML 教育の重要性は一般的に認識されている

が，「教育人材の不足」や「教える術が分か

らない」などといった問題がよく伺われる。

一方で，世新大学は校内だけでなく，他の教

育機関，更には政府機関，市民団体，メディ

ア企業と提携し，ML 教育を推進しているだけ

でなく，マスコミ学部内で 25 人もの ML 教育

の教育人材が育成され，台湾各地で ML 講座を

開講している。世新大学新聞学部の黄聿清助教授は，多くの教師は ML の重要性を認識しつつも

十分に理解できていないがゆえに実際の教育行動に移せない現状を認めつつも，「マスコミ学院

の教師，学生，院生にとって ML は基本スキルだということを利用し，内部から徐々に広げてい

くことで少しでも教育人材を増やし，ML 教育に対する理解を外部にも深めてもらうよう試みて

いる」と話している。 
 
・小中学校メディア・リテラシー教育推進計画 巡回講座「メディアの扉を開く」 

- 主催：世新大学「教育部 2008 年度小中学校 ML 教育推進計画」 

- 共催：桃園県政府教育処 

- 講師：世新大学新聞学部講師 余陽洲先生 

- 開催対象：桃園県小中学校校長 

- 場所：桃園県桃園市 大有小学校 

- 講座内容 

昨年，台湾教育部は小中学校九年一貫教育授業綱領の一部を修正し，2011 年より ML 教育を

教科書に取り入れる予定を発表している。しかし，教育現場の教師の多くはこの動きを新たな

取り組みと捉え，敬遠しがちな傾向が窺われる。講師余陽洲先生は，現在使用されている小中

学校の教科書（今回は小学 4 年と 6 年の各科目から内容を抽出）の内容や，映像・新聞記事な

写真 3 世新大学で MLP について報告 
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どのメディアテクストを用いて，教育現場と（メディア）理論のギャップ・差異を埋めること

を目的に本講座を進めていった。 
1. 既存の小学校教材に見られる情報教育・ML 教育との係わり 

現に小学校で使用されている教科書の至る所に「インターネット」「携帯電話」「著作権」など，

メディアや情報社会におけるキーワードが見られる。ML（媒体識読，媒体素養）を辞書で引く

と，「識：調べて，探究し，判読する」「讀：読む，思考，推考，伝える」との意味が出てくる

が，教科書を見ても，「広告の『信憑性について』十分に考える」，「詳細を判別せよ」，「大地を

『読み解く』」，「音楽のリズムは『聞いて』『見る』（感じる）ものである」などと，こうした概

念を利用した内容構成となっている。つまり，ML 教育はまったく斬新な取り組みではなく，ご

く日常的な知識・スキルをメディアに当てはめて行うだけのことであり，如何に教育システムを

構築・展開し，既存の科目の中に組み込んで学生にわかるように教えるかが課題となる。 

2. 日常生活からメディア，ML を考える 

（1） 広告（メディア）に形成される日常社会 

「CM がそういっていたから」という理由から，「作業・仕事の効率向上を求める工事現場労働

者向けの栄養ドリンク」「女性用のサプリには不適切」とのイメージが参加者の間にある”ウィ

スビードリンク”を事例に挙げ，広告のイメージ・ステレオタイプ形成について説明がなされた。

同商品の 26 年前の CM は「貧血や体の弱い人のための飲み物という印象を与える作り」になっ

ており，商品自体は同じにもかかわらず，商品表示や宣伝方式が異なっただけで消費者の印象が

まったく違ってくる典型的な事例となった。 

（2） メディアに再現されたニュース報道 

普段無意識に見ているニュース報道の多くは，制作者の意図によってステレオタイプを伴った

り，必要以上にハイライトされたり，センセーショナルに面白おかしく伝得られたりされている。

また，「桃園県地方文化と観光に関するフォーラム」と題された一見イベントに関する情報に見

えた記事は実は 20 万元（約 5，60 万円）支払って新聞に掲載されている「広告」であった。し

かし，人々は「ニュース・新聞は報道の責任を持って真実を伝えているから，公共性がある情報

だから」などといった先入意識を持っているがゆえにこうした現状にほとんど気づいていない。

3. ML 教育の必要性と展開の可能性 

メディア「批判」というのは，メディアを悪く考えるのではなく，善悪の判断をしたり，様々な

考えを理解した上で，論証を行う意味も含まれる。子供だけでなく，大人もメディアに接し，メ

ディアの影響を受けることがあるため，ML は年齢・性別・背景に限らず必要とされる。既存の

教材にはすでに ML 教育に関する概念・用語が用いられ，ただ「ML 教育」として定義付けて説

明していないだけで，今後の教師の役割は手元にある素材・資料を如何に授業に組み込んで活用

するかを考えることにある。いずれにしろ，まずは行動に移すことが第一歩となる。実際に地域

やクラスの身近な出来事を題材にデジタルカメラやホームビデオを使って映像を発信したり，学

級新聞を作成している学校や生徒も数多く存在する。 

情報化社会では，情報教育・ML 教育は生活や教育現場の延長線上にあり，それを行うための環
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境はすでに整っていると言える。 
 
【3 月 19 日（木）】 

・慈済大学 講演，学術交流会 

- 場所：花蓮市 慈済大学 

- 活動内容 

1. 講演：メディア文化論研究室のメディア教育及び ML の推進における取組 

東北大学全学教育「メディア論」において，活字テクスト，写真，映像など様々なメディアの特

性について理解し，考えることを取り入れた授業内容の紹介から，日本で ML の重要性が認識さ

れ始めた背景や，2001 年研究室が立ち上げた MLP の活動内容などについての紹介がなされた。

講演後，学生との間で次の質疑応答が交わされた。 

（1） 

Q：一昨年流行語大賞を取った「そんなの関係ない」などのように，日本のバラエティ番組では

その時点で流行している様々な事柄が取り上げ，面白おかしく作成されているが，その様子に

ついてはどう思われるか？ 

A：視聴者を楽しませるのもテレビの役目である。面白い内容はどう見ても面白く，楽しみなが

ら面白おかしく作られている番組を視聴することは何の問題もない。ただ，楽しむ一方で，そ

れは局の理念・価値観を踏まえたうえで「作られたもの」だと意識することが ML を備えるべ

き視聴者の責任ともいえる。ただ，何かが大いに流行ったとき，ほぼすべての局が同じような

題材を取り上げ，番組内容が単一化してしまう傾向があることも意識すべき問題点といえる。

（2） 

Q：メディア文化論研究室では市民メディアを推進し，地域のケーブルテレビで自作映像を発信

しているが，このような取り組みは大手メディア企業やプロの記者などに何らかの影響または

インパクトを与えているか？ 

A：日本のマスメディアは，自分たちに向けられた批判を前にますます萎縮し，課題と向き合え

ない現状にあり，市民が作成した作品を受け入れるような姿勢が整っていない。また，ほとん

どすべての局は時間の制限や番組の質に対する規定や意識があるのに対し，市民記者は伝えた

い思いが先行し，時間は軽視されたり，作品内容の質もプロの番組に比べるとやや劣る部分が

あるように思われ，大手メディア企業からすれば市民メディア作品は「アマチュア作品」とし

か考えられていないのも事実である。残念ながら，市民のメッセージや伝えたい思いをきちん

と汲み取ってくれるような局はほとんどないのが現状である。 

2. 地域と提携した慈済大学の情報発信 

慈済大学マスコミ学部は，地元の花蓮県吉安郷南華村と提携し，地域の歴史文化や情報を記事ま

たはドキュメンタリー形式で記録し，公共電視台の市民ネットニュースサイト「People Post

（Peopo）」を通して発信している。また，作成された記事は活字バージョンも展開されており，

地元のお宮で展示されている。 
 



 -47-

【3 月 20 日（金）】 

・媒体観察教育基金会 業務紹介・ラジオ番組「メディアウォッチステーション（媒体観察站）」

収録 

- 場所：台北 媒体観察教育基金会，教育ラジオ局 

- 活動内容 

媒観は 1999 年成立され，台湾のメディア

NGO として活躍している。学校教育よりも

より広い意味で市民教育に力を入れてい

る。市民のメディア活動を通し，溢れてい

る情報を批判的に読み解き，市民自身が積

極的に表現していく能力が育つことを彼等

は目指している。「媒観」を視察し，台湾

と日本の市民メディアについて交流した後

に，台湾国立教育ラジオ局で「媒体観察駅」

という「媒観」のラジオ番組でインタビュ

ーを受け，関本英太郎教授は日本の ML の発展，また東北大学での取り組みについて述べていた。

 
 
・公共電視台（台湾 公共テレビ局）視察 

- 場所：台北 公共電視台 

- 視察内容 

台湾で公共電視台は日本の NHK と同じような位置づけで

ある。市民社会を推進し，多様な文化が共に発展させると

いうミッションの下に，国立政治大学の媒体素養研究室と

連携し，子供向けの ML 番組「甘く見ないで（別小看我）」

を製作し，放送している。この番組はインターネット上で

も自由に見ることができる。それから，PeoPo（People Post）

という市民メディアを見学し，交流が行なわれた。PeoPo

は市民記者を育成し，活躍する場を提供している。情報社

会において，多様な視点を持つことと市民が発信力を身に

つけることが重要である。私たちは，日本と台湾において，

市民メディアの現状とこれからの展開について論議した。

情報社会において，市民が情報を批判的に整理し，理

解し，さらに自ら発信していく力が期待されていると

いうことを相互に確認した。 

 

 

写真 5 PeoPo市民メディアの看板

写真 4 台湾国立教育ラジオ局でのインタビュー 
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提出日：平成 21 年 3 月 9日 

イギリスにおける情報教育の現状調査（予定） 

 

牧野 友紀（東北大学大学院情報科学研究科 助教） 

 

調査・場所 

イギリスの日本人学校を中心とする機関における情報教育の現状調査 

（イギリス） 

日程 

2009 年 3 月 16 日（月）～3 月 23 日（月） 

参加者 

牧野友紀（助教） 

目的 

本調査は，１）日本人補習学校において，どのような情報教育が行われているのか，現状を視

察し，関係者にインタビューを行うことを第一の目的とする。在外の教育施設のうち，イギリス

には，私立在外教育施設，日本人学校，日本人補習学校が存する。そのうち，日本人補習学校は，

現地校に通う子どもに対して，国語や算数を中心とした授業の補習を行うことを中心としている。

週末だけの補習授業のみに特化した学校において，情報教育がいかに行われているのかを探る。

２）イギリスの博物館は，教育施設として明確に位置づけられており，学校教育に対するインフ

ォーマルな教育の場として用いられている。情報機器を活用した展示，ワークショップ等がどの

ように行われているのか。また，子ども向け学習用資料がどの程度作成されているのか。博物館

が果たしうる教育機能を探り，情報化がいかに進められているのかを調査することが目的である。

内容および成果 

日程 
3 月 16 日（月）～3 月 23 日（月） 
訪問先 

［日本人補習学校に関する調査］ 

    ・ダービー日本人補習校 

    ・テルフォード日本人補習授業校 

［博物館教育に関する調査］ 

   ・Bank of England Museum 

   ・British Museum 

      ・Kelvingrove Art Gallery and Museum 

      ・Kirkcaldy Museum 
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提出日：平成 21年3月9日 

 

調査・視察計画書（予定） 

 

河村 和徳（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査・場所 

韓国・ソウル市 

予定日程 

平成 21 年 3 月 27 日～2008 年 3 月 31 日 

参加者 

河村和徳（准教授） 

目的 

①韓国における電子政府政策及び情報化政策の現状と課題について調査する。 

②韓国における個人情報保護に関する行政の取り組みに関する実態調査。 

③ネット上における誹謗中傷の問題，それを改善するための情報教育について意見を交換する。 

調査・視察計画 

 

3 月 27 日 仙台→ソウル 

 

3 月 28 日 光云大学にて，教育指導法についての情報収集（ソウル市内） 

 

3 月 29 日 公共施設の電子化に関する情報収集（ソウル市内） 

 

3 月 30 日 韓国中央選挙管理委員会・選挙研修院にて，電子投票・電子政府に関する情報収集 

（情報科学研究科で博士学位を取得した，高選圭教授との情報交換も含む） 

 

3 月 31 日 午前に大学の視察（場所未定） 

      ソウル→仙台 
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(3) 国内視察・学会参加  

 

提出日：平成 20年11月19日 

 

情報モラル研修会 参加報告書 

 

窪 俊一（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査・場所 

仙台市立向陽台小学校 

日程 

2008 年 11 月 18 日（火）13:30～16:30 

参加者 

窪 俊一（准教授）・篠澤和久（准教授）・牧野友紀（助教） 

目的 

仙台市立向陽台小学校で行われた仙台市教育センター主催の「情報モラル研修会」に参加して，小中

学校における情報教育の現状を調査するため。 

概要および成果 

● 「情報モラル研修会」 2008 年 11 月 18 日（火） 13:30～ 仙台市立向陽台小学校 

   ・主催：仙台市教育センター，情報教育研究推進委員会 

   ・参加者：仙台市の小学校教諭・中学校教諭／情報モラル部会／稲垣忠（東北学院大学准教授）／

         仙台市教育センター／教育指導課／東北大学大学院情報科学研究科教員 3 名／ 

         東北学院大学学生 

   ・内容： (1) 児玉奈美教諭による授業（情報モラル授業）の参観 

        (2) 情報モラル教育の今後の方向性について（稲垣先生） 

        (3) 授業についての討論 

        (4) 仙台市の小中校における情報モラル教育の現状についてのディスカッション 

○ 児玉教諭による 2 年 4 組での情報モラル学習の授業は，子供間のコミュニケーションの問題を取り上

げた興味深いものであった。書かれた言葉が誤解される情況で，いかにすれば自分の気持ちを表現

出来るかを子供たちに考えさせるものであった。子どもに情報モラルを教えることの難しさを実感させる

ものであった。 

○ 授業参観後の研究協議では，稲垣先生からの「情報モラル教育の現状と今後」についてのレクチャー

の後，授業担当教員も交えて，授業内容についての意見交換が行われた。今後の情報モラル教育を

小学校低学年で行う際の注意点など貴重な示唆が多く得られた。また，仙台市内の小学校における教

員に対する情報モラル教育の取り組みも紹介された。             

                                                 ※ 資料あり。付録参照。
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提出日：平成 21年1月18日 

 

第 34 回全日本教育工学研究協議会 全国大会・三重大会 参加報告書 
 

陳 怡如（東北大学大学院情報科学研究科 博士課程前期 1 年） 

 

調査・場所 

第 34 回全日本教育工学研究協議会 全国大会・三重大会 

（場所：三重県立亀山高等学校，津市 プラザ洞津，三重県総合文化センター） 

日程 

2008 年 11 月 21 日～2008 年 11 月 22 日 

参加者 

関本英太郎（教授）・鈴木大輔（情報科学研究科教育研究支援者）・韓放（情報科学研究科博士

課程後期 1 年）・陳怡如（情報科学研究科博士課程前期 2 年） 

目的 

情報化社会において，教育現場が ICT 教材を利用した授業を進めていく現状，またそれに伴う課

題について，そして情報化社会に欠かせない情報リテラシーやそれらの教材設計について理解を

深める。 

内容および成果 

・公開授業（三重県立亀山高等学校） 

- 三重県唯一の情報の専門学科であるシステムメディア科は，パソコン教室，ハードウェア実

習室，デザイン実習室が完備され，すべての教室でネットワーク（LAN）が活用できる環境

となっている 1) 。ほとんどの教室には，プロジェクター，コピー機，投影機，事務機などの

他，パソコンが 20-30 台ほど設置され，授業で使用する際は学生一人に一台ずつ割り当てら

れる。パソコンは，列ごとに並べられている一般的なパソコン教室の配置方法（図 1）や，

円卓がいくつかあり，それぞれに 5 台ほどパソコンが配置されているグループごとに利用で

きる配置方法（図 2）なども取り入れられ，目的別に異なったパソコン教室が利用できる。
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- 1 年生の授業では，ワードやパワーポイントなど基本知識も習得するが（今回の授業は，週

末のワープロ実務検定試験の練習だった），授業は実践も多く取り入れられている。例えば，

1 年生の「課題研究 3DCAD」の授業では，学生が自らの映像を，3DCAD ソフトウェアを使

って制作。3 年生の選択科目「Web ページデザイン」では自分のファッションショップをテ

ーマにそれぞれのウェブページを作っている。 

- 亀山高校では，「専門職を生かし，地域活性化に寄与できる人材の育成」2)もテーマに，高校

生がインストラクターとなって公民館で市民向けのパソコン講座の開催も行っている。学ぶ

ことだけでなく，いかに教えるか・伝えるかなどといった教える側に立ったときに必要なス

キルも習得できるよう目指している。 

・研究発表分科会（三重県総合文化センター） 

《普通教室の ICT 環境における日英比較からの日本型モデルの検討》 

- イギリスのほとんどの小学校の教室は ICT 環境が整っている。 

- 日本でも ICT 教育機材の導入が必要かどうか，教師の意見を調査した結果，日常授業で有効

に使えるかどうか（機材の固定設置，従来の教材との組み合わせ方など）が一番の要因とな

る。 

《著作権を尊重する態度の育成を目指した指導用教材の開発》 

- （小学生向けの著作権指導用教材）映像を用いて，心情面中心のストーリー構成を取り入れ，

わかりやすく説明をする。 

- 著作権者の顔が見えないため，著作権問題の実感がわかないということが課題として残され

ている。 

《国語授業でのメディア表現活動》 

- メディアを通して表現力，創造力を育むことが目的。 

- 自分の視点を持ち，いかにメディアを通して情報を伝えるか，また自らの意見に対する先生・

クラスメートのコメントについて考えていく取り組み。 

《体験活動と番組視聴を交互に取り入れた学習の効果の測定》 

- 日常的なテーマの番組を視聴した後，実際に見学し，関係者に取材をすることで体験（見学）

前とその後の知識を比較し，考える力と学習能力の向上へ結び付ける。 

《伝える活動を重視した社会科教育におけるタブレット PC の活用》 

- タブレット PC や ICT 教材導入の目的は，生徒の学習意欲と伝える力の向上。 

- 実際の授業では，PC を調べる・まとめる・伝えるために使用している。直接 PC に手書きが

でき，スクリーンに投影できるため，情報をクラス全員で共有したうえで，考えを広げたり，

認め合ったりして活用できる。 

- 従来の「書くノート」が「伝えるノート」「読んでもらうためのノート」に変わっただけで

なく，どう伝えるのかを考えることを通して子供たちが積極的に取り組むきっかけとなった。
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・まとめ 

 三重大会を通して，小学校，高校を中心とした情報教育を導入した現状について知ることがで

きた。多くの教育現場や教師の間では，主に授業の効率化や生徒の学習意欲向上のために ICT 教

材を導入したり，情報化社会に必要な能力としての意識や知識を教えたりする取り組みが少しず

つ進行している。効果が考察される一方，課題も依然と残されている。 

 ICT 教材の導入に関しては，その必要性や，導入した場合においても従来の教育法と異なるた

め，教師が十分に活用できるのか，また，普及に伴う障害などもある（経済的な問題や，現在の

教室環境など）。情報リテラシーにおいては，著作権問題などをいかに身近な問題として授業に

取り込み，教えるのか，また，ネット利用の安全問題や表現の自由など様々な意見が議論されて

いる話題も教え方そのものが難しい問題となっている。 

 今回は，現状理解と視察が主な目的だったが，三重大会参加を通して考察した現状及び課題を

考えるうえで，情報リテラシープロジェクトにも活かしていければと思う。 

 

参考資料： 

1） 第 34 回全日本教育工学研究協議会 全国大会・三重大会 大会要領・資料集 

2） 同上 
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提出日：平成21年2月17日 

 

仙台市立向山小学校 構内 LAN 活用研修会 視察報告書 
 

邑本 俊亮（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査・場所 

仙台市立向山小学校 

日程 

2008 年 11 月 27 日 

参加者 

篠澤和久（准教授）・邑本俊亮（准教授） 

目的 

仙台市内の小学校で実施された校内 LAN 活用研修会の視察のため。 

概要および成果 

仙台市教育局学校教育部教育指導課指導主事の菅原弘一先生を講師として，校内 LAN 活用研修会

が行われた。普通教室編（15 時 15 分～16 時）とパソコン教室編（16 時 05 分～16 時 35 分）の二部構成

であった。対象者は，向山小学校の教職員であった。 

まず，普通教室編では，社会科と理科の授業を想定した ICT 活用の模擬授業が行われた。社会科の

授業においては，フラッシュ型教材の活用法と教科書をスクリーンに投影することの有効性について，理

科の授業においては，インターネット上の学習用デジタル教材やビデオクリップの活用法について，それ

ぞれ参加体験型の授業形式で講義が行われた。 

次に，パソコン教室編では，パソコン教室に移動し，子どもたちに情報モラル指導を行うための教材活

用実習が行われた。具体的には，ジャストスマイルというソフトを利用し，インターネットで調べ学習をしレ

ポートを作成する際の引用ルールの指導や，メールの送受信にかかわる危険性の指導に関して，実習形

式で研修が行われた。 

 今後，教育現場で普及していくであろう ICT 活用の模擬授業を視察できたことは，教育現場の状況を把

握する上でも，また，情報リテラシー教育専門職をどのように養成していくかを検討していく上でも，大きな

成果であったといえよう。 
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図 研修会の様子 
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提出日：平成 21年1月13日 

 

仙台市立東華中学校 視察報告書 

 

牧野 友紀（東北大学大学院情報科学研究科 助教） 

 

調査・場所 

仙台市立東華中学校かしわホール 

日程 

2008 年 12 月 18 日（木）～2008 年 12 月 18 日（木） 

参加者 

篠澤和久（准教授）・邑本俊亮（准教授）・牧野友紀（助教） 

目的 

仙台市内の中学校で実施された情報モラル教育の視察のため。 

概要および成果 

財団法人コンピューター教育開発センター（CEC）主催の「親子のためのネット社会の歩き方セミナー」

が仙台市立東華中学校かしわホールで行われた。指導講師は，鳴門教育大学藤村裕一准教授である。

セミナー参加者は，東華中学 2 年生（168 名）とその保護者である。セミナーは二部構成で行われ，第一

部は，東華中学の 5 時限授業（13 時 35 分から 14 時 25 分まで）であった。第二部は，保護者向け講演が

行われた。6 時限目（14 時 35 分から 15 時 25 分）までの予定であったが，30 分程度延長した。 

セミナーの目的は，情報モラルやセキュリティについて学び，家庭でのコミュニケーションの題材となる

ような，情報モラルやセキュリティにかんする情報を理解することであった。内容は，中学生を取り巻くネッ

ト世界の概要，有害サイトの情報，ネット上のトラブル対応など，情報モラルの実践的なあり方を説明する

ものであった。ワークショップ形式が用いられ，生徒，保護者との対話をふまえた講演であった。資料とし

て，財団法人コンピューター教育開発センター発行「親子のためのネット社会の歩き方平成 20 年度版」が

配布された。さらに，窪俊一准教授の指導にもとづき，ビデオ撮影を行い，DVD 化をはかった。 

本セミナーは，中学校で行われた情報モラル教育の実践である。それをセンターの複数教員が視察し

たことは，今後のプログラム推進にとって大きな意味があり，また，教育現場の記録資料を作成したこと

は，重要な成果として位置づけられる。 
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提出日：平成21年２月６日 

 

「ネット安全安心全国推進フォーラム」参加報告書 

 

篠澤 和久（東北大学大学院情報科学研究科 准教授）） 

 

調査・場所 

ネット安全安心全国推進フォーラム ［会場 霞ヶ関中央合同庁舎７号館］ 

日程 

2008 年１月 31 日 

参加者 

篠澤和久（准教授） 

目的 

どのようにしてケータイの適切な使い方のためのルールづくりをするか？ 
概要および成果 

概要 

１．セッション 

 「ケータイの介してもインターネット利用についての現状と取組の紹介」 

  コーディネーター：森川千鶴氏（有限会社オフィスカクタス取締役） 

  木暮裕一氏（武蔵野学院大学客員教授） 

     「小中学生の携帯電話利用を大学生はどう考えているか？」 

   大山圭湖氏（大田区立大森第三中学校教諭） 

     「中学生の中学生による中学生のための携帯ネット入門」作成の目的と経緯 

   ほかに高校生２名・大学生２名も参加 

２．パネルディスカッション  

 「子供が正しく適切にケータイを使うためには，大人がどう育てていくのか，家庭での子供 

  のケータイ利用ルールをつくるための実践とは」 

  コーディネーター： 

桑崎 剛氏（熊本県阿蘇郡南小国中学校教諭） 

    加納寛子氏（山形大学学術情報基盤センター准教授） 

    榎本竜二氏（東京都立江東商業高校教諭） 

    遊橋裕泰氏（モバイル社会研究所主任研究員） 

    鈴木慶子氏（茨城件メディア教育指導員） 

    倉田真由美氏（漫画家） 
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コメントと成果 

 今回のフォーラムの目的は，家庭でのケータイの利用について親子でどのように取り組めばいいのか，

という具体的なものであった。学校へのケータイ持込原則禁止といった方針も出されたばかりである（くしく

も，文科省の発表は本フォーラム当日の朝刊一面に掲載された）。教育現場でも，家庭でも，親は子ども

にどのようなルールでもってケータイを利用させるのがいいのか，といった点で試行錯誤が続いている。 

 「ケータイ裏サイト」「ブログ」等でのいじめ，出会い系サイトでの犯罪などはもとより，「ケータイ依存症」に

よる学習意欲の低下など，親にとっては，ケータイの利用環境の悪化に無関心でいることは，もはやでき

ない。にもかかわらず，ではどのような方針で子どもにケータイを使わせたらいいのか，という点について

適切な情報（有効な処方箋）がないのが現状である（あるいは，効果的な処方箋はすで書籍やネット上で

提言されているのだが，それが十分には認知されていないともいえる）。 

 こうした社会的な背景と要望を受けて今回のフォーラムは企画されたと思われる。その意味では，高く評

価できるものであった。ただし，テーマが具体的なものであっただけに（「どのようにしてケータイの適切

な使い方のためのルールづくりをするか？」），フォーラムの「成果」としてみた場合，家庭や教育現場か

らの参加者にとってどれだけ有益な指針が示されたといえるかは，疑問の残る結果になったかもしれな

い。現状に詳しい加納寛子氏，教育現場での状況を報告した榎本竜二氏，および，地域での取り組みで

成果を上げている鈴木慶子氏にもっと時間をとって発表してもらえれば，参加者も何らかの手がかりを見

出せたのではないかと思われる。その点で，第一部のセッションと第二部のパネルディスカッションとの繋

がり，時間配分，討論と質疑応答の方法等も含めて，工夫の余地があったように感じられた。 

 さらに言えば，今回のような公開シンポジウムでは難しいかもしれないが，折角，高校生と大学生にも討

論に参加してもらうという企画を立てたのだから，たとえば，「ネットいじめ」の加害者・被害者，あるいは，

出会い系サイトの利用でトラブルを経験した人などにも登壇してもらって，フロアの参加者がその「生の

声」を聴くということがあってもよかったのではないかと思われる。 

 とまれ，今後も今回のような企画が，規模の大小を問わず，学校や地域レベルでも開催されて，ケータイ

の適切な利用方法について考えていく姿勢が社会に浸透していくことこそが，肝要であろう。それが，「ケ

ータイの持込禁止」といった安易な方策よりは遙かに有効であるように思われた。「持込禁止」にしたとして

も，たんに「罰則」が一つ増えただけで，今度は「持込」をいかにして禁止するか，その方策で現場は混乱

するだけではないかと危惧される。これが杞憂でないことを願うほかはない。 

討論会風景 
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提出日：平成 21年2月27日 

 

情報教育研究推進委員会実践発表会・参加報告書 

 

陳 怡如（東北大学大学院情報科学研究科 博士課程前期 2 年） 

韓 放（東北大学大学院情報科学研究科 博士課程後期 1 年） 

 

調査・場所 

平成 20 年度 情報教育研究推進委員会「実践発表会」 

（場所：仙台市教育センター） 

日程 

2009 年 2 月 10 日（火）14:00-17:00 

参加者 

関本英太郎（情報科学研究科 教授）・篠澤和久（情報科学研究科 准教授）・韓放（情報科学

研究科博士課程後期 1 年）・呉瓊（情報科学研究科博士課程前期 1 年）・陳怡如（情報科学研究

科博士課程前期 2 年） 

目的 

小中学校での情報教育について，情報教育研究推進委員会「ICT 活用部会」「校務情報化推進部

会」「情報モラル教育部会」それぞれの実践から現状・成果・課題を把握する。本報告書では，

主に「情報モラル教育部会」部分のまとめを提示する。 

内容および成果 

・ 情報モラル教育部会 

 情報モラル教育部会は，情報モラル指導を社会及び保護者の喫緊の課題と位置づけ，メディア

の特性を自主的に判断できる生徒の育成及びより良いコミュニケーション方法の習得を目的に

『情報モラル指導力育成モデル』を提案し，「実践授業」「外部連携」「教員研修」の三つの部

分から情報モラル教育を推進している。 

- 実践授業 

学校内での実践授業はコミュニケーション及び公共性にポイントを置き，学年別に行われて

いる。 

小学校低学年では，コミュニケーション（伝える）時に相手のことを考えて行動することを

学ぶ内容が盛り込まれている。高学年の授業では，メディアの特性を意識した情報発信や個

人情報のコントロールなど，メディアツールの活用法も考える要素に組み込まれている。中

学校では，携帯電話の利用ルールなど，情報化社会の一員としての責任を考える授業が取り

入れられている。 

- 外部連携 

学校内での実践授業の他，大学の先生や外部機関と提携し，個人情報の管理・メディアツー
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ルの活用など情報化社会には欠かせない知識を様々な視点から授業に取り入れ，時にはゲー

ムなどを取り入れるなど体験を含む指導方法で生徒が興味を示す方法で情報モラル指導を実

施している。 

- 教員研修 

また，継続的に情報モラル指導について教員研修を開催することで指導力の向上を図って

いる。研修内容の一例は，ステップを踏んで設計されてもので，現状や課題を把握すること

で「問題を認識」し，身近な問題を提示することで「情報教育の必要性の意識向上」につな

げていく部分から始まる。そしてさらに具体的な実践として教員自身が身につけるべき能力

や日常でのモラル指導，問題の対応法などを研修にて習得できるよう努めている。 

 

 学校で情報モラル指導に取り組む際，次の 4 つのステップに分けて展開することができる。 

1. 日常においての適切なメディア活用経験の把握 

2. からさらにトピックごとに取り上げ（著作権問題，情報の信憑性など），カリキュラムに位

置づける 

3. 生徒の利用実態の把握：危険性を一斉指導 

4. 緊急性の高いもの，例えばトラブル発生時やその兆候がうかがわれた時点で即指導 

しかし，とくに 3 と 4 の部分に関しては，トラブルの対処法などに関して事前にどこまで展開で

きるのか，指導できるのかが問題として残る。 

 

 情報モラル教育をより充実させるためには，学校の実態に応じた授業・研修内容設計が求めら

れる。また，学校独自の取り組みの具現化の一環として，実践授業を行うほか，系統的に指導体

制を確立することも有効と考えられる。一方，学校と家庭・地域が提携することも重要であり，

生徒向けの情報モラル教育に取り組むだけでなく，大人も常に新たなコミュニケーション文化の

習得を心がけ，継続的・連携的に行うことが理想的である。 

 情報モラル教育に関するさらに詳しい情報については，以下を参照されたい： 

 http://www.sendai-c.ed.jp/moral/molallink.html 

 

参考資料： 

- 平成 20 年度 情報教育研究推進委員会「実践発表会」発表補助資料 

 

 

（文責 陳 怡如）

 

 

 

 



 -61-

ICT 活用部会 

ICT を活用した授業をとおして，児童生徒の興味・関心を高め，自ら学ぶ楽しさや分かる喜

びを味わえるような授業づくりの実現を目指す。ICT 活用部会は，「学習効果を高める ICT の活

用」をテーマにいつでも，だれでも，どこでも合言葉に授業研究と授業実践を行ってきた。学習

効果を高めるために ICT を活用して研究授業や事例集の作成を通して明らかにした。 

  学習効果を高めるための ICT 活用は，実際の授業事例を通して，主に六つの効果が期待され

ている。 

１．「集中力が高まる」 

デジタル教材が操作しやすくて，子供たちの集中力が高まる一方，教師も授業の流れを作り

やすい。応用の実例：フラッシュ型教材（英語の発音練習，国語の音読みなど） 

 

２．「意欲向上」 

通信ツールやインターネットの利用を通し，教科書で学習した内容を実践する機会を設け 

れ，コミュニケーション能力も身に着けられる。応用の実例：テレビ電話（英語会話） 

 

３．「発表する内容の理解」 

映像を用い，自分の考えを伝える。応用の実例：実物投影機（学習記録などの発表） 

４．「普段できないことができる」 

教室にいながら，観察技能を向上させられる。応用実例：教室で星座の模擬観察（理科科目）

 

５．「学習内容の確認」 

教育用動画コンテンツが教科書の補助として使われ，教科書の中の知識を再確認ができ，学

習の定着に効果がある。応用実例：動画コンテンツで星座の動きを確認したり，デジタルカメラ

で動画を作ったりする。 

 

６．「教材の共有化」 

  教育のデジタルコンテンツが持ちやすく，編集するのも便利であるので，教師間で教材を共

有できる。 

   

これらの効果が授業実践に現れ，それぞれの科目に ICT が活用されている。ICT メディアを

上手に活用していくために，総合的なリテラシー育成が必要である。想像力や表現力，そしてコ

ミュニケーション能力を鍛え，育む手段として，多くのプラス面がある。次代を担う子供たちが，

ICT メディアの危険性だけでなく，良い面も理解し，多様な情報を接しながらも，自分で情報を

読み解き，判断し，発信できる能力を育成することが急務だと考えられる。 
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参考資料： 

１．平成 20 年度 情報教育研究推進委員会「実践発表会」発表補助資料 

詳細は ICT 活用部会 Web ページ参照。 

http://www.sendai-c.ed.jp/johosuishin/johosuishin19/ict.html 

 

 

（文責 韓 放）
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提出日：平成 21年3月20日 

 

知的財産法等および産官学の連携方法に関する調査（予定） 

 

河村 和徳（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査・場所 

金沢大学（金沢市） 

日程 

2009 年 3 月 22 日～2009 年 3 月 24 日 

参加者 

河村 和徳（准教授） 

目的 

知的財産法等の指導上の留意点の聞き取り，および，情報化時代における自治体職員研修など社

会科学系における産官学の具体的連携方法模索について意見交換を行う予定。 
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（4）国内 FD 研修 

 

提出日：平成21年1月27日 

 

第 1 回 国内 FD 研修会 実施報告書 
 

鈴木 大輔（東北大学大学院情報科学研究科 教育研究支援者） 

 

タイトル・場所 

第 1 回国内 FD 研修（情報科学研究科棟 2 階中講義室） 

講師: 東北学院大学教養学部 稲垣 忠 准教授 

日時 

2008 年 10 月 30 日（木） 

参加者 

本プログラムに関わる教員および本研究科の教員 

目的 

情報教育と教育工学に関する諸問題について学習し，本プログラムや授業改善に活かすため。 

概要および成果 

概要 

第一に，教育の情報化をめぐる諸政策と現状について話があった。教育の情報化の歩み，小中学校

のインフラ整備の様子，構内 LAN の整備率，教育の ICT 活用指導力の諸相，教材，研修・サポート

体制，海外との差についてそれぞれ話があり，現状として教育の情報化はインフラ整備も含めて不十分

であることが分かった。 

第二に，ICT 活用の現状と課題について話があった。教師が使う ICT 機器，ICT 活用の現状と課題に

ついて，新学習指導要領をふまえて説明があった。1990 年からの情報教育は，情報活用能力を育てる点

に注力されてきたが，次期指導要領では，知識の習得と活用，小学校外国語活動の導入，言語活動の

重視などが行われ，さらに情報教育として ICT 活用が求められることが分かった。 

第三に，情報モラルの取り組みについて，民間企業での取り組み，教員研修の取り組みの現状などの

説明があった。稲垣忠准教授が行った教育研修の取り組みを交えて，正しい知識と学校全体で取り組む

ノウハウが必要となる点が強調された。 

 

成果 

 現場教員がどのよう状況下で情報教育を行っているかが明らかとなった。今後，実際に現場に赴き，現

場教員との交流を持ち，ニーズや現況についてさらに把握する必要がある。また，本プログラムと類似し

た取り組みが他大学に存在することから，本研究科で行うメリットや，デメリット，今後の方向性について

も議論が交わされ，非常に有意義であった。 

※配布資料については，付録参照。 
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提出日：平成 21年1月9日 

 

第 2 回 国内 FD 研修会 実施報告書 
 

西田 光一（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

場所 

情報科学研究科新棟３１１教室 

日時 

2008 年 12 月 15 日（月）午前 10 時 30 分～12 時 

演題 

東アジアにおける高等教育と IT メディアのインフラ整備の関係 

講師 

Tunku Abdul Rahman 大学（マレーシア），山口登志子助教授 

参加者数 

約２０人 

概要および成果 

研修会の概要 

本学はアジア各国からの留学生が多く，かつ，日本国内で就職を希望する学生も多い。そのため，情

報教育を推進する場合，学生が育った情報環境を踏まえた教育がますます望まれる。 

本研修会では，マレーシアの大学で教鞭を執られている山口助教授をお招きし，マレーシアの情報環

境について話をしていただくこととした。講師より，まず，現在居住するマレーシアについて，マレー系，華

人系，インド系という民族別に区分された大学生の割合や情報機器の普及に関する話があった。その

後，高等教育の現場におけるインフラ整備の状況等に言及しつつ，マレーシアでは，どのような IT メディ

アを使用した教育が行われ，それがどのように言語教育に貢献しているかについて説明があった。 

マレーシアは，首都クアラルンプールの郊外にあるサイバージャヤの開発に代表されるように，国策で

IT 関連のインフラ整備を進めており，大学の組織やカリキュラムもそれに応じて改変される。そのため，よ

くいえば，現在の成長産業からの需要に即応した大学が実現され，工業系の分野では有利になるが，裏

を返せば，マレーシアの大学は安定性に乏しく，教員も学生も継続的な研究テーマに取り組みにくいとい

うことでもある。 また，ITメディアを集積した新地域は，多くの場合，既存の市外から離れたところにできる

ため，新キャンパス等に通勤・通学するようになった場合に移動手段の確保が大変であると現地の実情を

踏まえた報告があった。インターネットでは瞬時に遠方にアクセスできるが，人間の実際の生活における

時空のあり方は，そのようには出来ていない。インターネット上の時空感覚に実生活の時空を適合させよう

とするマレーシアの国全体での実験に確かな成果が出るのは，まだ先のことと考えられる。 
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提出日：平成 21年3月16日 

第 3 回 国内 FD 研修会 実施報告書 
 

篠澤 和久（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

タイトル・場所 

第 3 回国内 FD 研修（情報科学研究科棟 2 階中講義室） 

講師: 加納寛子氏（山形大学学術情報基盤センター・准教授） 

日時 

2009 年 3 月 13 日（金） 

演題 

青少年を取り巻くネット・ケータイ環境～ネット・ケータイに関する青少年への指導をどうするか？～ 

参加者 

本プログラムに関わる教員，本研究科の教員および院生（約１5 人） 

目的 

青少年を取り巻くネットやケータイ環境に関する問題について学習し，今後の現場（小中高）との取組み

に生かすため。 

概要および成果 

概要  

第一に，近年，青少年が犯罪に巻き込まれる原因の一つとなっている “闇サイト”の現状について説明

が行われた。闇サイトは，大きくアダルト系，暴力・殺人系，詐欺系に分けられる。具体的な事件の例を挙

げながら，どのような闇サイトがあるのかについて説明が行われた。さらに，出会い系サイト，アダルトサイト

へ誘う迷惑メールの種類についても説明があった。それらへの対処方法についても話があり，フィルタリン

グでブロックする方法，フィッシング対策ソフトでブロックする方法，メール設定の際に画像を自動表示に

しない方法，クッキーを受け入れない設定にする等が挙げられた。さらに，出会い系サイト，プロフ，学校

裏サイト，ネットいじめの現状について説明が行われ，近年，それらが関与するサイバー犯罪が増加して

いる点や，児童が巻き込まれるケースが増えている点などが報告された。 

第二に，青少年がそのような犯罪に巻き込まれないようにするために，ネットやケータイ使用に関してい

かなる指導を行うかについても説明が行われた。禁止をして近づけないという方法よりも，親子間で使用

ルールを作ったり，親も子供と同様のルールを課すことや，正しい知識を子供に教えることの重要性が特

に強調された。ポートフォリオを例に挙げて，具体的に教育方法について説明が行われた。 

成果 

近年，子供たちを取り巻くケータイやネット環境や，子供がそれをどのように捉えているのかが明らかにな

り，いかなる犯罪に巻き込まれる可能性があるのかも再確認することができた。今後，本プログラムが情

報倫理教育や，それらの使用に関する教育についてどのようなことができるかを考える上で，非

常に有意義であった。                          ※配布資料については，付録参照。 
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提出日：平成 21年3月20日 

第 4 回 国内 FD 研修会 実施報告書（予定） 
 

窪 俊一（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

タイトル・場所 

第 4 回国内 FD 研修（情報科学研究科棟 2 階中講義室） 

講師: 堀田龍也（独立行政法人メディア教育開発センター・准教授） 

日時 

2009 年 3 月 26（木） 

演題 

新学習指導要領に見るこれからの ICT 関連教育 

講演予定概要 

概要  

新学習指導要領では，全教科目においてＩＣＴツールを活用し，教員や児童・生徒の情報活用能力の

向上を図ることが謳われている。では，実際に授業で何をいかに活用し，またどんなことが目標とされてい

るのか。今回の研修では，文部科学省「教育の情報化に関する手引」作成委員でもある堀田准教授

を招き、それをわかりやすく具体的に説明し，授業実践に少しでも資することを目的とする。   
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（5）調査報告 

 

情報リテラシー教育の海外の取り組みに関するウェブ調査・調査報告書 
 

 

鈴木 大輔（東北大学大学院情報科学研究科 教育研究支援者） 

 

調査概要 

目的 

本プログラムに関連する活動は，海外でどの程度存在するのか，明らかではない。さらに，本

プログラムを行う上で，海外インターンシップや講演会および FD 研修会講師の招聘の可能性を探

るために，本プログラムにかかわる情報教育や，ICT ツールの開発，ICT 教育の効果に関する研究

を行っている研究機関や企業，団体が存在するかウェブ調査を行った。 

 

方法 

2008 年 12 月 22 から 2009 年 1 月 6日まで，6人の学生にウェブ調査を行ってもらった。 

 
結果 

本プログラムと類似した取り組みはいくつか見られたものの，同一の取り組みを行っている研

究機関はほとんど見当たらなかった。多くの大学や研究機関は，特定の企業や個人といった顧客

とに対して， ICT ツールを開発しサービスを提供するといったコンサルタント的な活動がほとん

であり，教育に限定したものではなかった。また，ICT ツールについては，単に教育現場で使用

するだけでなく，銀行や医療現場といった様々な分野を想定し，マンマシンインターフェイスを

備えたツールとして捉えている国がほとんどであった。 

今後さらに調査を継続し，本プログラムと類似した取り組みが行われいてるか検証していく。

さらに，本プログラムの海外インターンシップの拠点校としての可能性や，講演会および FD 研修

会の講師としての招聘の可能性についても，あわせて探っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査結果については，付録参照。 
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タイと日本の情報社会と情報文化の比較調査 

 
 

小川 芳樹（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査概要 

目的 

日本のインターネットをめぐる社会問題の実情や背景，その原因について理解し適切な対策を

講じるためには，日本国内の社会情勢や（若者）文化について調べたり，パソコンやインターネ

ットなどのブロードバンドの導入が日本よりも早く，同種の問題がより以前から表面化している

と思われる欧米諸国の事情とその対策を調査することももちろん重要であるが，日本と地理的に

近く，人的交流も欧米諸国に比べて盛んで，文化や価値観も似通っているアジアの諸外国を対象

として，そこで表面化しつつある同種の問題や社会的・文化的背景に着目し，これらにいち早く

対策を講じている国があれば，その対策に学ぶことも肝要である。特に，近年はアジア諸国から

の留学生が増えており，彼らが育った・受けた情報教育を調査することは，我々の今後の教育指

導において大きな意味がある。 

方法 

タイからの留学生によるウェブ調査を行ってもらった。 

結果 

このような観点から，タイからの留学生に依頼し，タイ語を中心とするウェブ上から，国内事

情およびインターネット事情などの情報環境についての統計資料などを収集してもらい，また，

タイ人でなければわからない文化・慣習についても，インタビューを通して情報を収集した。調

査項目は，タイの年齢別人口構成比，識字率，進学率，職業別従事者数，物価，平均年収，宗教，

伝統文化，若者文化についての各種資料，および，パソコンの価格，パソコン普及率，インター

ネット利用率，インターネット・プロバイダの数，アクセス料金，インターネットをめぐる社会

問題や事件の有無や，それについての対策などである。 
 今後，これらの情報に対応する日本国内の事情についての情報を，タイの同種の統計資料と

突き合わせて比較し分析することにより，日本で現在起こっている問題の原因や事件の背景の一

端が理解できるばかりでなく，解決の糸口なども見いだせる可能性が高いと期待される。 
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4．広報活動・成果広報 

 

4．1．ホームページ開設 

 

 本プログラムでは，公式サイト（情報リテラシー教育専門職養成プログラム・ホームペ

ージ: http://www.media.is.tohoku.ac.jp/literacy/）を作成し，2008 年 12 月 1 日に運用

を開始した。 

 公式サイトの主な目的は，本プログラムの取組を，本学の学生・教職員，市民，他大学

及び関係機関など様々な人たち・機関に発信することである。公式サイトは，本プログラ

ムの「概要」，「プログラムの特徴」，「活動報告」，本プログラム履修のための「応募方法」

といったコンテンツから構成され，本プログラムが主催する講演会や研修会の案内も随時

行っている。特に，「活動報告」では，本プログラムに参加している学生および教員が学会

や視察に行った後に作成した報告書を時系列に掲載し，pdf 形式の文書としてダウンロード

し，閲覧できるようにしている。 

 

図 公式サイトトップ画面 
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今後，本プログラムでは，小中高の現場教員等と本プログラムに関わる教員とが連携し，

ICT 機器を使用した授業の効率化や教員・生徒の情報活用能力の向上を目指した様々な取り

組みが行われる予定である。また，現場教員だけでなく，市民と協働する取り組みも想定

されることから，本プログラムの情報発信の窓口として，随時コンテンツの拡充を図る予

定である。また，本プログラムから一方的に情報発信するだけでなく，市民や現場教員と

いった本プログラムに関心のある者が，双方向で情報共有ができるようにするなど，さら

に工夫が必要であると考えられる。 

また，これらの広報的役割の他に，学生および教員の事務作業の効率化や利便性もさら

に向上させる必要がある。学内のみからのアクセスが可能なページを設定し，「物品購入」，

「旅費の申請」，「謝金」，「報告書」といった事務書類の各書式を Microsoft Word, Excel

および pdf 形式の書類でダウンロードできるようにし，事務手続きの負担の軽減を目指す

予定である。また，本プログラムでは，様々な図書や資料を購入し，支援センターに収蔵

しているが，学生および教員がどのような図書が収蔵されているのか一覧を閲覧できるよ

う，検索システムを備えたページを設ける予定である。 
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4．2．記者会見および新聞社からの取材 

 

 2008 年 12 月 3 日水曜日，本プログラムの学生募集にあたり，宮城県庁内の県庁記者クラ

ブにて記者会見を行った。会見出席者は，本プログラム・代表兼情報リテラシー教育プロ

グラム支援センター代表の関本英太郎教授，本プログラム・副代表の福地肇教授，篠澤和

久准教授，徳川直人准教授，河村和徳准教授の 5 名であった。会見にあたっては，まず本

プログラムの概要及び特徴を示した資料を配布し，本プログラムの内容を説明した。続い

て，2009 年度の 4 月入学希望者に対する入試説明会を 12 月 20 日に実施することを述べ,

各紙にて報道してくれるよう要請した。 

この記者会見の結果，まず毎日新聞社が本プログラム及び入試説明会についての記事を

掲載した（2008 年 12 月 4 日朝刊）。その後，朝日新聞社および読売新聞社から後追いの取

材要請があり，後追い取材の内容を総合した記事が，後日，両紙からそれぞれ掲載された

（朝日新聞社: 2008 年 12 月 19 日朝刊，読売新聞社: 2008 年 1 月 26 日朝刊）。 

記事の掲載後，会見の仕方や本プログラムの内容等について意見交換を行ったところ，

幾つかの点が課題として指摘された。第一は，内容が一般の読者に対しわかりにくいとい

う点であった。とくに，どのような人材を育てるのかといった「出口」がわかりにくいと

のことだった。第二は，出口とカリキュラムがどのように結びつくのか，また初等・中等

教育の実践がない教員だけで十分であるのか，という点であった。第三は，教育委員会と

の関係がわかりにくいという点であった。これらは，①本プログラムの活動を，入学志望

者を含め，一般の方々に説明することに工夫がいること，②プログラムを進める上で，周

囲の組織との連携・協力関係を検討する必要があることを指摘していると思われる。教員

免許の更新制が導入され，それらとの差別化等も今後の課題となってくるのかもしれない。 

また，三紙の本プログラムの報道内容をみると，情報ツールを活用する人材を教育でき

る「インストラクター」の養成が強調されているようにみえる。たしかにインストラクタ

ー養成的な要素はあるが，本プログラムは時代の変化に適応し，倫理的にも法令的にも幅

広い知識・見識を有した人材の養成の方にも重きがあることが，短い記者会検討では不十

分であることを示しているのかもしれない。今後は，ホームページの活用やパンフレット

等，異なる媒体で情報を積極的に提供していく必要性があると思われる。 

今後のプログラムの進行および広報活動には，こうした貴重な声を反映していく必要が

あると思われる。 
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図 毎日新聞社掲載記事（平成 20 年 12 月 4 日 宮城県版朝刊） 
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図 朝日新聞社掲載記事（平成 20 年 12 月 19 日 宮城県版朝刊） 

 

 



 -75-

 

図 読売新聞社掲載記事（平成 21 年 1 月 26 日 宮城県版朝刊） 
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図 「東北大学新聞」（東北大学学友会報道部）掲載記事 
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4．3．大学院入試説明会の開催 

 

 2008 年 12 月 20 日 13 時から，本学情報科学研究科 2階中講義室で「2009 年度 4 月入学・

大学院入試説明会」が行われ，入学希望者 3名が参加した。 

説明会では，はじめに本プログラム代表兼情報リテラシー教育専門職養成プログラム支

援センター代表の関本英太郎教授が本プログラム開始にあたっての経緯や概要の説明を行

った。その後，本プログラム教務担当の和田裕一准教授がカリキュラムの特色，授業内容

や科目履修について詳しい説明を行った。 後に個別に面談が行われ，入学後にどのよう

な研究を行いたいのかといった研究に関する相談や，受験群などの入試方法に関する相談

などが行われた。今後も，入学願書受付にあわせて随時実施していく予定である。 

 

 

 

 

  

 

図 説明会の様子 
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4．4．リーフレットとロゴマークの作成 

 

本プログラムでは，その概要を掲載したリーフレット（第 2 刷については，付録参照）

とロゴマーク（付録参照）を作成した。 

リーフレットは，本プログラムの概要を小中高の教育現場や他大学等の様々な機関や市

民，入学希望者に配布する目的で作成された。内容は，「プログラム代表者の挨拶」，「プロ

グラムの理念・目標」，「プログラムの特徴」，「プログラムの支援体制」，「主な科目紹介」

から構成されている。リーフレットの第 1刷は，「大学院入学説明会」，「合同フォーラム」

でそれぞれ配布した。その後，第 2 刷では，わかりやすい表現や見やすいデザインへ大幅

に改訂した。随時，次年度以降の入学希望者に対してや，本プログラムが主催するイベン

トで配布する予定である。また，常時支援センターにおいても配布している。 

さらに，リーフレットの第 2 刷にあわせてロゴマークも作成した。本プログラムの理念

やそれからイメージされる「輪」をモチーフに作成された。さらに，ロゴマークには本プ

ログラムの英語表記名「The Information Literacy Education Professional Program」の

頭文字である「ILEP」という略称もプリントされ，本プログラムが作成した印刷物や掲示

物等に今後掲載される予定である。 

次年度以降は，本プログラムの学生が入学し，本年度以上に様々な活動が展開されると

考えられる。本プログラムで実施する様々な取組みや現状，活動報告を広く市民や他大学

や諸機関へ行うことを目的として，「ニューズレター」（広報誌）を年に 2 回程度発行する

ことが決定した。第 1 回目の発行は，2009 年 5 月を予定しており，本プログラムの概要や

本プログラムの入学者の紹介，活動報告などを掲載する予定である。 
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4．5．大学院教育改革プログラム合同フォーラム 

 

2009 年 1 月 12 日，1月 13 日の両日，文部科学省・財団法人文教協会が主催となって「平

成 20 年度大学院教育改革プログラム合同フォーラム」がパシフィコ横浜・会議センターで

開催され，本プログラム・代表兼情報リテラシー教育専門職養成プログラム支援センター

代表の関本英太郎教授と篠澤和久准教授が参加した。文部科学省は，国公私立大学での大

学教育改革の支援を目的として，各種プログラムを展開している。これらに選定された各

プログラムおよび取組が一堂に会し，積極的な意見交換や議論を交わすことにより，その

取組の教育的財産の共有することを目的として開催された。フォーラムは，「基調講演」，

「パネルディスカッション」，「各プログラム別の分科会」及び選定された取組を紹介す

る「ポスターセッション」から構成されており，本プログラムは「ポスターセッション」

に参加した。 

本プログラムがこれまで実施したゼミ，学習会，FD 研修等を含め，本プログラムの特徴

を網羅したポスターを作成し，ポスターセッションに参加した。ブースでは活発な質疑応

答を始め，100 部用意したリーフレットもほぼ捌けた。本プログラムの意義は十分伝わった

と思われる。 

その他，いくつかの分科会に出席し，今後の活動を行う上で留意すべき点など，有益な

情報を得ることができた。 

 

 

今後の活動を行う上で留意すべき点 

 

(1) これまでの徒弟制度的な教育ではなく，何らかの課題を教員がお互いに協働しながら

新たな教育目標を確立し，学生の育成に取り組むこと。いわゆる大学院の実質化。 

 

(2)  3 年間の支援はプログラムを軌道に乗せるための準備資金であり，支援終了後も大学

として継続的かつ発展的に取り組むことができる体制を確保すること。 

 

 

 収集した他大学のプログラムおよび取り組みの配布物は，支援センターに整理・保管し

てある。
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図 本プログラムのポスターセッション 

 

 

 

     

 

図 合同フォーラムの様子 
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大学教育改革プログラム合同フォーラムポスター 

（展示原寸サイズは A0） 
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5．情報リテラシー教育専門職養成プログラム執行部実施取組責任者 

および関係者一覧 

 

【 教員一覧 】 

 

関本 英太郎 代表者・プログラム統括責任者 情報科学研究科・教授（メディア文化論） 

西関 隆夫  プログラム代表補佐・カリキュラム実施責任 情報科学研究科長・教授 

（アルゴリズム論） 

福地 肇   プログラム代表補佐・カリキュラム実施責任 情報科学研究科・教授 

（言語テキスト解析論） 

静谷 啓樹  カリキュラムデザイン統括 情報科学研究科・教授（情報セキュリティ論） 

徳川 直人  カリキュラムデザイン 情報科学研究科・准教授（社会構造変動論） 

篠澤 和久  学生研究支援 情報科学研究科・准教授（論理分析学） 

窪  俊一  インターンシップ 情報科学研究科・准教授（メディア記号論） 

河村 和徳  広報担当 情報科学研究科・准教授（政治情報学） 

和田 裕一  カリキュラムデザイン 情報科学研究科・准教授（認知心理情報学） 

牧野 友紀  学生研究支援 情報科学研究科・助教（社会構造変動論） 

菊地 朗   情報科学研究科・准教授（言語情報学） 

小川 芳樹  情報科学研究科・准教授（言語情報学） 

西田 光一  情報科学研究科・准教授（言語テキスト解析論） 

森田 直子  情報科学研究科・准教授（メディア記号論） 

邑本 俊亮  情報科学研究科・准教授（学習心理情報学） 

浜田 良樹  情報科学研究科・講師（社会構造変動論） 

 

【 情報リテラシー教育専門職養成プログラム支援センタースタッフ 】 

 

鈴木 大輔  教育研究支援者 

久住 典子  事務補佐員 
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付録資料 

 

 

・ 運営委員会議事録 

・ CPATHi18n での発表内容および配布資料 
・ 仙台市立生出小学校 情報モラル教育取り組み資料 
・ 第 1 回 国内 FD 研修会 配布資料 
・ 第 3 回 国内 FD 研修会 配布資料 
・ 情報リテラシー教育の海外の取り組みに関するウェブ調査・結果 
・ リーフレット 

・ ロゴ 

 

※添付した資料については，発表者の許可を得て掲載しております。 
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運営委員会議事録 

 

第 1 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008年 10月 9日 午後 3時～

6時 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 311 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，窪俊一，篠澤和久，

徳川直人，西田光一，和田裕一， 

鈴木大輔，牧野友紀（順不同） 

配布資料 「情報リテラシー教育専門職養成プロ

グラム」資料 

今後の取り組み（案） 

 

■「情報リテラシー教育専門職養成プログラム」

の運営は，運営委員会があたる。構成員は，以下

の代表，副代表，および運営委員からなる。 

■運営委員会内に「執行委員会」を設置し，執行

のための基本的な施策・計画の大枠を決める。 

[運営委員会] 

代表：関本教授 

副代表：福地教授，静谷教授 

運営委員：小川准教授，河村准教授（渉外），

窪准教授，坂田講師，篠澤准教授， 

徳川准教授，西田准教授，浜田講

師，邑本准教授，牧野助教， 

   森田准教授，和田准教授 

幹事：鈴木研究補佐員（支援センター） 

 

＜担当＞ 

教務：徳川准教授，和田准教授（＋静谷教授） 

庶務：篠澤准教授，邑本准教授，牧野准教授 

経理：窪准教授，森田准教授 

幹事：鈴木研究補佐員（支援センター） 

ＦＤ：浜田講師 

英語関係，海外インターンシップ： 

福地教授，西田准教授 

 

＜執行委員会＞ 

議長：関本教授 

委員：窪准教授，篠澤准教授，徳川准教授，

福地教授，西田准教授，牧野助教 

幹事：鈴木研究補佐員（支援センター） 

 

議題 

（１）報告（関本教授） 

（２）教務 カリキュラムの整備について 

・履修モデル及びカリキュラム作成 

・授業科目の読み替えと新規授業科目 

（３）庶務 

・所掌事項の確認 

・委員会連絡用メーリングリストの作成 

・支援センターの整備 

・事務補佐員の採用について 

（４）経理 

・今年度の申請について 

・今年度の計画について 

（５）広報・ＰＲ 

・ＨＰ作成，ちらし，パンフレットの作成 

（６）その他 

 

 

 

第 2 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008 年 10 月 16 日 午後 3時～6時 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 311 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，窪俊一，篠澤和久，

徳川直人，西田光一，和田裕一， 

鈴木大輔，牧野友紀（順不同） 

 

議題 

（１）学生募集について 
  ・学生募集，広報について 
  ・リーフレットについて 

・入学説明会の開催について 
・研究室配属の仕方について 
・広報，PR 体制，ホームページの設置場所，

開設時期，内容について 
ポスター広報の方法について 

（２）教務 
・情報リテラシー教育専門職プログラム授業

科目案について 
・読み替えについて，新規授業科目の内容，

担当教員，開講時期について 
  ・学生の履修方法，履修モデルについて 
（３）庶務 

・支援センターの整備について 
・電話回線について 
・事務補佐員採用について 

（４）経理 
  ・今年度の事業計画の内容，進行状況 
  ・補助対象経費の内訳についての説明 
  ・ICT 教育学習システムについて，学校にお

ける ICT 教育の現状を調査して，それを踏

まえた上で，現場の先生方の意見も取り入れ

た構成を考える。 
（５）英語教育関係 
  ・「英語プレゼンテーション」担当予定講師に

ついて 
（６）その他 
  ・アメリカ FD 研修についての報告 
  ・国内 FD 研修の概要説明 
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第 3 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008 年 10 月 23 日 午後 3 時 30 分～18 時

15 分 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 311 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，窪俊一，篠澤和久，

徳川直人，西田光一，河村和徳， 

和田裕一，牧野友紀（順不同，敬称略） 

 

議題 

（１）学生募集について 
  ・学生募集，入試要項について 

・入学希望者に対する対応 
・入学説明会の実施について 
・研究室配属の方法について 

（２）予算 
  ・経費の執行の仕方について 
  ・予算管理について 
（３）庶務 
  ・事務補佐員の採用人事について 

・支援センター（513）の整備について 
（４）教務 

・情報リテラシー教育専門職プログラム授業

科目案について 
・読み替え可能な現行の科目，新規授業科目

の内容，担当教員，開講時期等について 
・修士論文の代替研究について 
・情報の専修免許の申請について 

（５）その他 
・第１回 FD 研修開催について 
・「英語プレゼンテーション」担当講師につい

て 
・プログラム経費の明細について 

 

 

 

第 4 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008 年 11 月 6 日 午後 15 時～18 時 45 分

場所 東北大学大学院情報科学研究科 311 室  

出席者 関本英太郎，窪俊一，福地肇，菊地朗，

小川芳樹，西田光一，浜田良樹，岩崎祥

一，邑本俊亮，和田裕一，牧野友紀，鈴

木大輔（順不同） 

 

報告 

（１）POD 参加報告 

・10月21日から26日まで米国で行われた「POD

（Professional Organizational Development 

Network in Higher Education）」について，

米国の FD の 新動向，情報リテラシー教育に

関する FD についての報告 

（２）CPATHi18n 参加報告 

 ・ 10 月 23 日～ 26 日北京で行われた

「CPATHi18n」について（情報倫理教育に関す

る諸外国の研究者と提案された内容につい

て）の報告 

 

議題 
（１）教務 

・情報リテラシー教育専門職プログラム授業

科目 終案について 
・「アカデミック・ライティング」について 
・「情報教育デザイン論プロジェクト研究（新

設）」（修士論文執筆の代替）について 
・他専攻から情報リテラシーコースへの転向

について 
  ・情報リテラシー教育専門職課程のコース認

定の案内の方法について 
  ・情報の専修免許について 

・「英語プレゼンテーション」講師について 
（２）広報 
  ・リーフレット案について 

・社会人（教員）への支援について 
  ・リーフレットの広報について 
（４）経理 

・図書の購入方法について 
・情報リテラシー会計関係書類について 
・５１３支援センター電話回線について 
・ICT 教育学習システムについて（IT 連携員

の要望） 
（５）その他 
   ・事務補佐員の採用人事について 

 
 

 

第 5 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008 年 11 月 20 日 午後 16 時 15 分～18 時

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，岩崎祥一，窪俊一，邑本俊

亮，篠澤和久，河村和徳，西田光一，和

田裕一，牧野友紀（順不同） 

 

報告 

・大学院教育改革プログラム合同フォーラム

（2009 年 1 月 12 日－13 日，パシフィコ横浜）

への参加について 

・学校現場とのコミュニティ作りのための勉強

会（「情報活用型授業を深める会」）について 

   ※第 1 回は 11 月 29 日（土）の 15 時からメ

ディアテーク 7階にて開催 

 

議題 
（１）教務 

・現在予定している情報リテラシー教育専門

職プログラム授業科目には，人間社会情報

科学専攻以外の専攻で開設されている授業

科目として，情報セキュリティ論（静谷教
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授）が含まれているが，その他にも各分野

の専門家からの話題提供等は重要であり，

「特別ゼミナール」の中で特別講義による

レクチャーを実施することとした。 
  ・本プログラムの修了認定（修士課程）に関

して，短期修了コース（1 年間）や長期履修

コース（3 年以上）の追加を検討してみては

どうかという意見がだされた。 
（２）リーフレットについて 
  ・12 月開催予定の説明会に間に合うように作

成を急ぐ必要がある旨が確認された。 
また。本プログラム専用の封筒も作成する

こととした。 
（３）経理 
  ・TA や RA，謝金，旅費等の申請について 
（４）その他 
  ・学生募集のための方策や今後のスケジュー

ル等について 
 
 

 
第 6 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008 年 11 月 27 日 午後 3時～5時 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，窪俊一，徳川直人，

鈴木大輔，牧野友紀（順不同，敬称略） 

 

報告 

・12 月 3 日に，教務委員会での本プログラム

のカリキュラムについて説明を行う。 
・事務補佐員について，ハローワークから応

募があったことが報告された。12 月 1 日採

用の予定。 

・リーフレット，ポスター，ウェブ作成の状

況について 

・メーリングリストの開設について 

 

議題 

（１）教務 
  ・履修のあり方について 

・1，2，4 専攻の学生への対応，初年度の実施

方法，読み替えの仕方について 
・教務委員会での説明に際し，履修モデルを

作成して説明することとした。 
（２）広報ＰＲについて 

・12 月 20 日 13：30 より中講義室で入試説明

会を行うことが決定した。 
・12 月の 初の週に記者会見を行うことが決

められた。 
（３）会計について 

・学生の旅費の請求の方法について 
・ICT 教育学習システムについて，情報活用

型授業を深める会などで現場の先生方の意

見を聞いている旨の報告があった。 

（４）その他 
・センターの看板，パネル作成について 

 
 
 

第 7 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008 年 12 月 04 日 午後 3時～16 時 45 分 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，静谷啓樹，篠澤和

久，和田裕一，西田光一，徳川直人，邑本

俊亮，鈴木大輔，牧野友紀（順不同，敬称

略） 

 

報告 

・新しい事務補佐員の紹介 

・12 月 3日（水）の記者会見の報告。毎日新

聞に記事が掲載された。 

・広報活動の状況について報告。ポスター配

布，リーフレット作成状況について。 

・12 月 3日（水）に教務委員会で本プログラ

ムの説明を行ったことが報告された。 

・応募の問い合わせ状況について 

議題 

（１）教務 

・教務委員会の報告 

・コースウェアと本プログラムとの関連につ

いて 

・修士課程の履修モデルについて／プログラ

ムの認定について 

・新設科目と読み替え科目について 

・情報教育デザイン論プロジェクト研究の認

定方法について 

・博士課程のカリキュラムについて 

・英語プレゼンテーションの日程について 

（2月 23，24，25 日に実施） 

（２）広報 

・12 月 20 日の入試説明会の内容，タイムス

ケジュールについて 

（３）経理 

・ＲＡについて 

（４）ＦＤ研修 

・拠点校の獲得と提携について 

（５）その他 

 

 

 

第 8 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008 年 12 月 11 日 午前 11 時～13 時 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 窪俊一，福地肇，徳川直人，小川芳樹，

西田光一，和田裕一，河村和徳，篠澤和

久，鈴木大輔（順不同，敬称略） 
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議題 

（１）教務 

・専修免許習得について 

・シラバスに記述する際の文言について 

・専修免許習得に必要な科目の履修について 

・本プログラム博士課程後期への編入につい

て修了要件の 30 単位の内訳の確認を行った。 

・シラバスの記述について 

・秋入学について 

（２）庶務 

・朝日新聞社からの取材依頼について 

（12 月 15 日（月）16 時～513 にて取材） 

・本プログラムの方向性やプログラムの対象

者，専門職の内容について 

→ 本プログラムの対象者として，教育現

場にかかわる教師だけでなく，情報機器に

接する機会がない人に機器使用を拡充する

ような自治体職員，マスメディア関係者，

PCインストラクターといった人へも広げる

べきという議論が行われた。本研究科の特

色である，文理融合や教職養成に特化した

大学院ではない点を踏まえると，より地域

社会に貢献できる取り組みが今後さらに必

要になるとの議論がなされた。単にデジタ

ル機器のハウツーを教えるだけでなく，情

報技術と社会に対して着眼点を持ってそれ

らの問題解決を行える人材や，専門職とし

てそれらにかかわる問題を社会へ提言でき

る人材の育成（“情報相談所”の職員）など，

本プログラムの人材育成の方針や卒業後の

進路についても議論された。 

・説明会問い合わせ状況について 

（３）その他 

・本プログラムと類似した他大学 GP への視察

可能性について 

・海外での取り組みや情報収集について 

・次回は 12 月 20 日（木）11 時～  

 
 

 

第 9 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008 年 12 月 18 日 午前 11 時～午後 12 時

30 分まで 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，窪俊一，福地肇，和田裕一，

西田光一，徳川直人，鈴木大輔（順不同，

敬称略） 

 

議題 

（１） 説明会について 

・12 月 20 日（土） 

・当日配布資料及び説明会の内容について 

（２）ＦＤについて 

＜国内ＦＤについて＞ 

・国内ＦＤ研修実施の講師候補（3人）につい

て 

＜本プログラムに関連する取り組みの調査に

ついて＞ 

・本プログラムに関連する国内・海外の大学，

企業，学会等の取り組みの調査について 

（３）教務 

・シバラスに掲載する学生便覧について 

（４）ＲＡ・ＴＡ・謝金について 

（５）次回 

・12 月 24 日（木）15 時～ 

 

 
 

第 10 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2008 年 12 月 24 日 午後 3時～16 時 50 分 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，窪俊一，篠澤和久，徳川直

人，菊地朗，邑本俊亮，小川芳樹，西田

光一，和田裕一，鈴木大輔，牧野友紀（順

不同，敬称略） 

 

議題 

（１）教務 

・入試説明会に参加した入学希望者のプロフ

ィールについて 

・研究室配属の院生が履修する場合の対応及

び読み替え対応について 

・履修プログラムの時間割案 

前期 

月曜日 ④インタビュー・データ解析 

火曜日  

水曜日 ①知的財産権概論（情報法律制度論） 

⑤メディアリテラシー 

木曜日 ②情報倫理学  ④⑤ゼミナール 

金曜日 ⑥リテラシー実習 A 

後期 

月曜日 ⑥情報リテラシー実習 B 

火曜日 

水曜日 ①学際情報科学論 

木曜日 ①人文・社会情報科学概論  

②セキュリティ論 ④⑤ゼミナール 

  金曜日 

  ※デザイン論 A は個別の研修，デザイン論 B

は全員参加の研修方式をとる。 

・情報教育の現場に対応する実践的な授業内

容を実施する科目について 

・情報リテラシー教育プログラム履修者の修

士論文要旨集の作成について。 

・今年度入試のスケジュールについて 

（２）FD 研修 

・本プログラムと類似した取り組みを行って

いる機関の調査について 

（３）その他 
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・第２回情報活用型授業を深める会 

12 月 27 日 15 時よりメディアテーク 

（４）次回 2009 年 1 月 8 日 15 時より 

 

 

 

第 11 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 1 月 8日 15 時 00 分～16 時 40 分 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，窪俊一，篠澤和久，

徳川直人，邑本俊亮，小川芳樹，西田光

一，和田裕一，河村和徳，浜田良樹，鈴

木大輔，牧野友紀（順不同，敬称略） 

 

議題 

（１）教務について 

・プログラム志願者について 

 ・サーベイデータ解析の授業日について。 

・非常勤講師の委嘱について 

（２）大学院教育改革プログラム合同フォーラム

について 

・ポスター案について 

（３）FD 研修について 

・スタンフォード大学，UCLA バークレイ校と

の折衝状況について報告。1月下旬，3月に

再訪問し，交渉をすすめる。 

・WEB 調査の結果報告及び提携先について 

・国内 FD 先について 

（４）英語表記について 

・本プログラム，センター名について 

情報リテラシー教育専門職養成プログラム 

The Information Literacy Education 

Professional Program（略称：ILEP） 

情報リテラシー教育専門職養成プログラム

支援センター 

The Support Center for the Information 

Literacy Education Professional Program 

・科目名は以下の通り。 

   メディアリテラシー 

   Media Literacy 

   サーヴェイ・データ解析 

   Survey Data Analysis 

情報リテラシー実習 

   Practical Information Literacy B 

英語プレゼンテーション 

English Presentation Intensive Course 

情報教育デザイン論プロジェクト研究 

Project Study 

インタビュー・データ解析 

Interview Data Analysis 

情報教育リテラシーゼミナール 

Seminar on Information Literacy and 

Education Design 

情報教育デザイン論 A 

Advanced Seminar on Information Literacy 

and Education Design A 

情報教育デザイン論 B 

Advanced Seminar on Information Literacy 

and Education Design B 

情報教育デザイン特別ゼミナールⅠ 

Fundamental Seminar on Information 

Literacy and Education Design I 

情報教育デザイン特別ゼミナールⅡ 

Advanced Doctoral Seminar on Information 

Literacy and Education Design Ⅱ 

博士論文特別ゼミナールⅠ 

Doctoral Seminar on Information Literacy 

and Education Design Ⅰ 

博士論文特別ゼミナールⅡ 

Doctoral Seminar on Information Literacy 

and Education Design Ⅱ 

（５）庶務 

・ILEP の看板，封筒作成について 

（６）経理 

・今年度の TA，RA について 

（７）その他 

・次回会合は 1月 15 日（木）15 時より 

 

 

 

第 12 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 1 月 15 日 15 時 00 分～17 時 00 分 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，窪俊一，篠澤和久，徳川直

人，邑本俊亮，小川芳樹，西田光一，和

田裕一，河村和徳，鈴木大輔，牧野友紀

（順不同，敬称略） 

 

議題 

（１）報告 

・1月 12 日，13 日パシフィコ横浜で開かれた

「大学教育改革プログラム合同フォーラ

ム」への参加報告。大学院 GP で重要な点，

他大学の様子などについての報告。 

（２）教務 

・学生便覧に掲載する本プログラムの文言に

ついて 

・博士課程後期 3年の学位論文について 

・非常勤講師について 

（３）庶務 

・本プログラムの封筒，看板について 

（４）FD 研修について 

・台湾，オーストラリア，イギリスなど，引

き続き候補となる大学を選定していく。 

・2 月 13 日～18 日まで Berkeley school of 

information 本プログラムと類似した取り

組みを行っている）に FD 研修の候補として

視察調査を行う。 
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・FD 研修先や FD 研修講師として招聘できる候

補の検討について 

（５）経理について 

・ICT 教育学習システムについて，今までの研

究会，研修会などでの経験を踏まえて，仕

様検討委員会においてその 終的な構成を

決めるために資料収集を始めたとの報告が

あった。 

（６）その他 

・1 月 31 日霞ヶ関で行われる「ネット安全安

心全国推進フォーラム」へ参加予定。 

・3月 26 日午後，FD 研修を実施予定。 

（内容:情報活用能力を高めることは，どうい

うことを狙っているのか？そのような取り組

みに対して大学教員がどのように関与できる

のか？） 

 

 

 

 

第 14 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 1 月 29 日 15 時 00 分～17 時 00 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，篠澤和久，徳川直

人，小川芳樹，西田光一，森田直子，和

田裕一，鈴木大輔（順不同，敬称略） 

 

議題 

（１）教務 

・シラバスについて 

  ・入試面接について 

（２）庶務 

・封筒について。 

（３）会計 

・現状の予算使用状況について 

・図書等資料の整備について。 

（４）出張報告 

・スタンフォード大学 CTL，スタンフォード大

学USアジアテクノロジーマネジメントセン

ター，バークレー大学への視察報告 

・今後は，本プログラムの目的，育成人材等

などFD研修先候補校と協議して準備を進め

ることにした。 

（５）次回運営委員会は 2 月 5日（木）15 時～ 

 

 

 
第 15 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 2 月 5日 15 時 00 分～16 時 20 分 

場所 情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，窪俊一，篠澤和久，

森田直子，菊地朗，邑本俊亮，小川芳樹，

西田光一，和田裕一，河村和徳，鈴木大

輔，牧野友紀（順不同，敬称略） 
 

議題 

（１）FD 研修について 

  ・海外 FD 研修（スタンフォード大学，UCLA
バークレー校：3 月 13 日-18 日まで）の研

修計画についての報告 
  ・1 月 31 日「ネット安心安全全国推進フォー

ラム」参加の報告 
（２）教務について 

  ・専修免許について 

 ・学生便覧の原稿について 

  ・面接スケジュールについて 

（３）経理について 

・図書資料等について 

・購入物品の状況について 

（４）広報について 

  ・リーフレット，パンフレットの作成につい

て 

  ・ニュースレターの作成について 

（５）その他 

  ・運営体制について 

・次回会合は，3月 12 日 15 時より 

 

 

 

第 16 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 2 月 12 日 15 時 00 分～17 時 00 分 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，窪俊一，篠澤和久，

小川芳樹，邑本俊亮，森田直子，西田光

一，和田裕一，徳川直人，河村和徳，鈴

木大輔，牧野友紀（順不同，敬称略） 
 
議題 
（１）教務について 

・修士論文提出について 
・修士論文中間発表会について 
・学生便覧について 
・TA・RA について 
・2 月 23～25 日に開講される英語プレゼンテ

ーションについて 
（２）経理について 

・ＩＣＴ教育学習システムについて 
仕様が決定した旨の報告があった。 

（３）その他 
・記事転載について 

ウェブにおける新聞記事転載について，利

用承諾を受けたとの報告があった。本プロ

グラムの記事のうち，毎日新聞，朝日新聞

は 1 年間無料，それ以降は料金が発生。読

売新聞は，転載料が必要。検討の結果，読

売新聞については，記事掲載日などの情報
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のみアップし，転載はしないことが決めら

れた。 
・リテラシープログラム予算使用状況 

 ・学生アルバイトの雇用について 
（３）庶務について 

・ＦＤ研修について 
山形大学情報基盤センター准教授加納寛子

氏と交渉したとの報告があり，それを受け

て日程を検討した。第二回ＦＤ研修を 3 月

13 日午後 3：00 より開催することに決定し

た。 
・ＦＤ研修先候補者の交渉状況について 

・アメリカＦＤ研修について，研修計画の報

告があり，インタビュー内容について検討

した。 

（４）その他 
・オープンキャンパス期における本プログラ

ムの説明会について 
・次回会合は，2月 19 日専攻会議終了後 

 

 

 

第 17 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 2 月 19 日 15 時 00 分～16 時 45 分 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，窪俊一，篠澤和久，

邑本俊亮，和田裕一，西田光一，小川芳

樹，河村和徳，徳川直人，鈴木大輔，牧

野友紀（順不同，敬称略） 
 
議題 
（１）教務について 
  ・現プログラム履修生の読み替え措置につい

て 
  ・入試スケジュールについて 
  ・学生によるゼミナールの教材作成，ウェブ

作成等の作業内容について 
  ・来年度 TA の申請について 
  ・英語プレゼンテーションの参加予定の人数

について 
（２）庶務について 

・アメリカＦＤ研修について 
アメリカＦＤ研修の成果について報告があ

った。カルフォルニア大学バークレー校，

School of Information Braunstein 前研究

科長，College of Engineering, Department 
of Electrical Engineering & Computer 
Sciencesに留学中の情報科学研究科修士課

程学生に対して行ったインタビューの成果，

スタンフォード大学図書館での資料収集に

ついて説明があった。 
  ・3 月 13 日開催の講演について 
   山形県情報基盤センター准教授加納寛子氏

の講演の広報 

   ・ＦＤ研修，講演候補者について 
（３）経理について 
  ・講演等の講師謝金について。 
  ・現在の予算状況について 
  ・ＩＣＴ学習システムの入札について 
（４）その他 
  ・仙台市教育委員会教育指導課においておこ

なわれた，教育現場の先生方との共同研究

についての意見交換会についての報告 
  ・リーフレット印刷業者について 
  ・ニュースレターの発行回数，配布機関につ

いて 
  ・オープンキャンパス期における説明会開催

について 
・次回会合は，2月 26 日 15：00 より 

 

 

 

第 18 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 2 月 26 日 15 時 00 分～16 時 30 分 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，窪俊一，篠澤和久，森田直

子，和田裕一，鈴木大輔，牧野友紀（順

不同，敬称略） 
 
議題 
（１）教務について 
  ・3 月 3，4 日に実施される入試スケジュール

について 
 ・英語プレゼンテーションの実施報告 

  ・授業モデルについて 
（２）庶務について 

・3 月 13 日に行われる講演会について 
  ・プログラム支援センターのサーバーから発

せられる騒音被害について 
（３）経理について   
  ・現在の予算状況について 
  ・ＩＣＴ学習システムの入札について 
（４）その他 
  ・リーフレットの校正 
  ・次年度の年間計画について 
  ・次回会合は，3月 5 日 15：00 より 

 

 

 

第 19 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 3 月 5日 15 時 00 分～17 時 30 分 

場所 情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，窪俊一，篠澤和久，

森田直子，和田裕一，菊地朗，邑本俊亮，

西田光一，小川芳樹，徳川直人，浜田良

樹，鈴木大輔，牧野友紀（順不同，敬称
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略） 
 
議題 
（１）教務について 
  ・入試実施状況，今後の予定について 
  ・4 月入学時に，リテラシープログラム履修生

に対して行うオリエンテーション，ガイダ

ンスについて 
・授業計画の発表会実施について 

  ・授業で使用する教室について 
・次年度 4 月以降の教務に関するスケジュー

ルアップについて 
  ・小中高の教育現場との連携事業について 
（２）庶務について 
  ・3 月 26 日に実施するＦＤ研修について 

 ・サーバーの騒音軽減のための移設について 
  ・年度末報告書作成要領について 
  ・海外ＦＤ研修として，イギリス日本人補習

学校における情報教育の現状についての調

査を行う。 
（３）経理について 
  ・予算について，入札について 
（４）その他 
  ・リーフレットの修正原稿の確認作業 
  ・本プログラムの略称ＩＬＥＰ（アイレップ） 
  ・3 月 28 日に第 4 回情報活用型授業を深める

会が開催 
  ・次回会合は，3 月 12 日教授会終了後 

 
 
 

第 20 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 3 月 12 日 16 時 00 分～17 時 45 分 

場所 東北大学大学院情報科学研究科 513 室  

出席者 関本英太郎，福地肇，静谷啓樹，窪俊一，

篠澤和久，和田裕一，邑本俊亮，西田光

一，小川芳樹，徳川直人，鈴木大輔，牧

野友紀（順不同，敬称略） 
 
議題 
（１）教務について 
  ・授業要旨，シラバスの記載事項について 

・４月７日におこなうオリエーテーション案 
（２）庶務について 
  ・プログラム支援センターの整備について 
  ・サーバーの移設の状況について 
  ・３月１３日のＦＤ研修のスケジュール，準

備について 
（３）経理について 
  ・予算について，入札について 
（４）その他 
  ・特別研究経費申請について 
  ・リーフレットの 終校正 
  ・研究教育サーバーの概要について 

  ・今年度の報告書の目次，内容，スケジュー

ルについて 
  ・ニュースレターの発行時期について 
 

 

 

第 21 回 情報リテラシー教育専門職養成 

プログラム運営委員会 

 

日時 2009 年 3 月 19 日 14 時 00 分～16 時 00 分 

場所 情報科学研究科 513 室  

出席者 福地肇，窪俊一，篠澤和久，和田裕一，

邑本俊亮，西田光一，小川芳樹，徳川直

人，鈴木大輔（順不同，敬称略） 
 
議題 
（１）リーフレットについて 
  ・リーフレットが納品され，今後このリーフ

レットの使用法について意見交換 
（２）平成 20 年度報告書について 
（３）支援センターの整備について 
（４）ICT 教育学習システムについて 
  ・概要が説明され，講習会を実施することと

した。 
（５）その他 
  ・仙台市教育委員会教育指導課と共同プロジ

ェクトの実施等について協議することが報

告された。 
  ・3 月 24 日に，来年度の情報リテラシー教育

関係の開設科目の具体的内容を各担当者が

発表することを確認した。 
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CPATHi18n での発表内容および配布資料 
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仙台市市立生出小学校での教員に対する情報モラル教育の取り組み ＊資料 
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第 1 回 国内 FD 研修会 配布資料     ＊稲垣忠・東北学院大学准教授 講演資料 
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第３回 国内 FD 研修会 配布資料  ※加納寛子・山形大学准教授 講演資料 
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情報リテラシー教育の海外の取り組みに関するウェブ調査・結果 
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リーフレット・第 2 刷 
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平成 20 年度 

東北大学大学院情報科学研究科 

情報リテラシー教育専門職養成プログラム 

報告書 

 
発 行 日  2009 年 3 月 31 日 

編集・発行 東北大学大学院情報科学研究科 

情報リテラシー教育専門職養成プログラム支援センター 

（ILEP） 

       〒980-8579 仙台市青葉区荒巻字青葉 6-3-09 

       電話/Fax : 022-795-3940 
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